2 DD 日年春モデル 


B6FJ-0431-01 


fmV 

DESKPOWER 


CE/C90, CE/C90N, CE/C50, CE/C50N 


FMV 巧巧ガイド 


♦この本で説明している主な内容 



電源の入れ方/切り方 音量調節 



巧るさ調節 巧線 LAN 

(無線 LAN 搭載機種のみ) 



メモリの増設/交換 


FU だ TSU 


各部の名称と働を 


^2 パソコンの取り巧い 

f 〇 周辺機器の 

設置/設定/増設 


( a ぉ手入れ 


〔已 仕様-覧 
















マニュアルのご案内 



冊子のマニュアル 


スタートガイド （1 設置編 2セットアップ編） 



使い始めるまでの準備はこれでバッチリ 

•『スタートガイド1設置編 J 
♦『スタートガイド2セットアップ編』 


FMV 巧巧ガイド FMV テレビ操作ガイド 


fmV 

♦各部の名称と働さ 

fMV ^ 

rOigitalTVboxJ 搭載機種に添付 

FMvna ガイド な ; 

四因二 

♦パソコンの取り扱い 

- 電源の入れ方/切り方 

FMV r ； ;T~ 

テレヒ > 巧ガイド f ~~ 

r— 

♦テレビについて 

■ 音量の調節 

- テレビの見かた 

画圆 

- 輝度の調節など 


- 歸画のしかた 


♦ 周辺機器の設置/設定/増設 


- 保存のしかた 


♦お手入れ 
♦仕様一覧 


♦テレビなどに関する Q&A 


トラブル解決ガイド 


ヴポート&サー ビスのご案内 


FMV 

•まむヴポート機能 

PM(V - 

：：：.*" 

- FMV ヴポー h すビ 

■Ksr 

巧ブル■か5仆 … 

’ トラブル觸ミ央ナビ 

，か M トビ J 。 功内 ..... 

圈巧… 
回图 

参 パ’ックアップ 

♦パソコンを復元する（リカバリ） 
•廃棄-リサイクル 

圍因， : 

「 ooSS "] =— 

齒 ぶを 

图 

• Q&A 

1 ... をみ-^^二^; 1 


•ユーザー登録•特巧 
♦ AzbyClub のご案内 
参困ったとさは 
•故障かな？と思ったときは 
♦お問い合わせ先 
♦操作指導サービス 
• お問い合わせ票/修理依頼票 


この他にも、マニュアルや重要なお知らせなどの紙、冊子類がありまず。 



画面で見るマニュアル 


説明している主な内容 

♦パソコンの基本 
•セキュリティ対策 
•インターネット /E メール 
♦ FMV 使いこなし事例集 
参パソコン本体の取り扱い 
•周辺機器の接続 
♦添付ソフトウ王アー覧 
参困ったとさの Q&A 



この他にち、役に立つ情報が 
盛りだくさんです。 


テクこカルコミュニケーター協会び定める 
「画面で見るマニュアル標準マーク」でず。 


画面で見るマニュアルのおめ方 

スタート）一「ずべてのプ□グラム」一 「 FMV 画面で見るマニュアル」 
の順にクリック 























































参照の探し方 


冊子のマニュアルの本文内に、》「****** (文書番号)」とある場合は 
『画面で見るマニュアル』で検索してご覧ください。 


参照 


Windows の画面について 


巧『画面で見るマニュアル』：>「 920010 」で検索 
一 「 Windows の画面と各部の名称」ミ 



文書番号（已巧の数字）を入力して 
r 検索する J をクリック 



■ を ) fmV I 

I 画面で見るマニュアル I 

〇文書番号（巨巧の数字）を入力 _ 

© r 検索する J をクリック . ►〔文書ま号の巧客び表お 



昼を：もさ錫ず i {み索引'巧弓錫ず 


巧ミゴリがらお！？ 


まな巧育はカテコリひらを巧せます 

圏 、 

CD/DVD n デジタルカタラ I 


夕]1 y L 〇 

インターネット i プリンタ || CD/DVD 


旧次」、 r 検索」、惊引」など、他 
にもいろいろな探し方があり 
ます。 

『画面で見るマニュアル』につ 
いて詳しくは、画面ち上の y 
をクリックしてぐださい。 





















































目次 


電源を入れる/切る . 

接続を確認する . 

電源を八れる . 

電源を切る . 

パソコンを待機状態にする/復帰させる . 

音重を調負 P す苗 . 

画面の明るさを調節する . 

ワンタッチボタンを使う . 

CD/DVD を使ラ . 

このパソコンででをること . 

このノ ソコンで使えるディスク/使えないディスク 

ディスクをパソコンにセットする/取り出す . 

メモ U— カードを使う . 

X モ U —カードをお使いになるラえでのを意 . 

使えるメモ U— カード . 

Xモ U —カードをセットする/取り出す . 

マウスを使う . 

光学式マウスについて . 

LAN (有線 LAN) 機能を使う . 

このパソコンの LAN 機能 . 

インターネットを使うとさの接続例 . 

LAN (有線 LAN) をお使いになる場合 . 

無線 LAN 機能を使う . 

無線 LAN 搭載機種のみ 


このパソコンの無線 LAN 機能 . 

インターネットを使うとさの接続例 . 

無線 LAN をお使いになる場合 . 

10 Fel に a ポートを使う . 

FeHCa とは？ . 

このパソコンででさること . 

FeHCa ポートを使う . 

「かざしてナビ」のポー U ング動作について 

カードホルダーを使う . 

お使いになるうえでのごを意 . 

故障かな？と思ったら . 

第3章周辺機器の設置/設定/増設 

1周辺機器をお使いになる場合 . 

周辺機器とは？ . 

周辺機器を取り付けると . 

周辺機器を取り付けるには . 

周辺機器の取り扱い上のを意 . 


2 I 0 55®^^ ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 


第1章各部の名称と働き 

1パソコン本体前面., 
2パソコン本体側面., 
3パソコン本体背面., 
4パソコン本体内部., 
己キーボード . 

第2章パソコンの取り扱い 


2 3 4 5 6 78 9 
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9 0 12 


44680234556933449900012 223斗斗457990 22234 
11112222222233333344444 4444斗444445 5 5 5 5 5 














































2 本体カバーを取り外す/取り付ける . 56 

本体カバーを取り外す . 57 

本体カバーを取り付ける . 59 

3 モリの増設/交換 . 61 

モリの取り付け場所 . 61 

必要なものを用忌する . 61 

モリの組み含わせ表 . 62 

モ U の取り扱い上のを意 . 63 

モリを増やす . 64 

■X モ U 容量を確認する . 66 

第4章お手入れ 

1 FMV のお手入れ . 70 

ノ くソコン本体および添付品のお手入れ . 70 

液晶ディスプレイのお手入れ . 71 

液晶ディスプレイび添付されている機種のみ 

CD/DVD ドライブのお手入れ . 71 

パソコン本体内部や通風孔のお手入れ . 72 

第己章仕様一覧 

1パソコン本体の仕様 . 82 

仕様一覧のを記について . 86 

2その他の仕様 . 88 

LCD 内蔵スピーカー . 88 

液晶ディスプレイび添付されている機種のみ 

LAN 機能 . 88 

PS/2 キーボード（ワンタッチボタン付、10已キー） . 89 

横スク□ール機能付 US 目マウス（光学式） . 89 

Fel に a ポート . 89 

索引 . 90 
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安全にお使いいただくために 


このマニュアルには、本製品をま全に正しくお使いいただ<ための重要な情報び記載されていま 
す。 

本製品をお使いになる前に、このマニュアルを熟読してください。特に、 D 『安むしてお使いいた 
だ<ために』の「ま全上のごま意」をよ<お読みになり、理解された5えで本製品をお使い<だ 
さい。 

また、このマニュアルは、本製品の使用中にいつでちご覧になれるよ5大切にイ呆曽してください。 


このマニュアルの表記について 


画面例およびイラストについて 


表記されている画面およびイラストは一例です。お使いの機種によって、画面およびイラストび 
若干異なる ことび あります。また、このマニュアルに表記されているイラストは説明の都合上、 
本来接続されているケーブル類を省略していることびあ D ます。 


まをにお使いいただくための給記号について 


このマニュアルでは、いろいろな絵表示を使っています。これは本製品をま全に正しくお使いい 
ただを、あなたや他の人々に加えられるおそれのあるを害や損害を、未然に防止するための目印 
となるちのです。その表示と意味はなのよラになっています。内容をよくご理解のラえ、お読み 
<ださい。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び死 t する可能性または重傷を負 
ラ可能性びあることを示しています。 

A ミ主意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ラ可能性があること、 
および物的損害のみび発生する可能性があることを示しています。 


また、危害や損害の内容びどのよラなをのかを示すために、上記の絵表示と同時になの記号を使つ 
ています。 


A 

A で示した記号は、警告•を意を促す内容であることを告げるちのです。記号の中や 
その脇には、具体的な警告内容び示されています。 

G 

ので示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であることを告げるちのです。 
記号の中やその脇には、具体的な禁止内容が示されています。 

〇 

•で示した記号は、必ず従っていただ<内容であることを告げるちのです。記号の中 
やその脇には、具体的な指示内容び示されています。 


4 D 1 ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 















本で中の記号について 


本文中に記載されている記号には、なのよラな意味びあります。 


1重固 

お使いになるとをにを意していただをたいことや、してはいけないことを記述してい 
ます。必ずお読みください。 

^^oint 

操作に関連することを記述しています。必要に応じてお読みください。 


参照先を記述しています。 


参照していただきたいマニュアルを記述しています。 

D 

冊子のマニュアルを表しています。 

を] 

画面で見るマニュアルを表しています。 

(起動ち法について、このマニュアルの巻頭でご案内しています。） 

@ 

CD - ROM / DVD-ROM を表しています。 


製品の巧び方について 


このマニュアルでは製品名称などを、なのよ5に略して表記しています。 


製品名称 

このマニュアルでの表記 

Windows Vista ® Ultimate with Service Pack 1 

Windows または 

Windows Vista または 

Windows Vista Ultimate または 
Windows Vista Ultimate with SPl 

Windows Vista ® Home Premium with Service 

Pack 1 

Windows または 

Windows Vista または 

Windows Vista Home Premium 
または Windows Vista Home 
Premium with SPl 

Windows ® Internet Explorer ® 7 

Internet Explorer 

情報処理機器の省エネルギー化推進に関する法律 

省エネ法 

スーバーマルチドライブ 

CD/DVD ド'ライブ 

PS /2 キーボード（ワンタッチボタン付、10已キー） 

キーボードまたは PS /2 キーボード 

横スク□ール機能付 US 目マウス（光学式） 

マウスまたは US 目マウス 

FM V 画面で見るマニュアル V 1 . 目 

画面で見るマニュアル 
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商標および著作権について 


Microsoft 、 Windows、Windows Vista 、 Aero、Internet Explorer は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその 
他の国における登録商標または商標です。 

インテル、 Intel 、 およびインテル Core は、アメリカ合衆国およびその他の国における Intel Corporation またはその子会 
社の登録商標または商標でず。 

SD □ゴおよび SDHC □ゴは 、 SD ASSOCIATION の商標です。 

「メモリースティック」、「メモリースティック PRO 」、 「メモリースティック Duo 」、 「メモリースティック PRO Duo 」、 「マ 
ジックゲート」、および Fel に a は、ソニー株式会社の商標または登録商標です。 

Edy (エディ）は、ビットワレット株式会社び管理するプリペイド型電子マネーサービスのブランドでず。 
eUO は、株式会社ソニーファイナンスインターナショナルの登録商標です。 
r かざしてナビ」は、株式会社ジャストシステムの登録商標でず。 

r シンプル□グオン」、「かざしてナビ」、「かんたん登録2」は、株式会社ジャストシステムの营作物であり、著作権、その他 
の権利は株式会社ジャストシステムおよび各権利ちに帰属しまず。 

FehCa プラットフォームマークは、 FeliCa ネットワークス株式会社の商標でず。 

ATI、ATI Radeon、ATI HyperMemory、ATI Catalyst は 、 Advanced Micro Devices , Inc . の商標です。 

その他の各製品名は、各社の商標、または登録商標です。 

その他の各製品は、各社の著作物でず。 

Copyright FUJITSU LIMITED 2008 


ドルビー、 DOLBY . AC -3、 フ□□ジック及びダプル D 記号はドルビーラボラトリーズの商標です。 


/ CTVi 画面で見る 

〇 にュァル 


01 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 




1 バソコン本体前面 
2バソコン本体側面 
3バソコン本体背面 
4バソコン本体内部 
5 キー ボード _ _ _ _ 


含部の名拖と働き 


パソコンのさ部の名称と働をについて説明していまず。 

ここでは、代表的な機能を説明していまず。 

パソコンに添付のディスプレイのさ部の名称と働きについて、詳しい説明は次のマ 
ニュアルをご覧ください。 

を）『画面で見るマニュアル』》「000500」で検索 
一「液晶ディスプレイ」 
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宜团因日团 B 国目^^^^^^^^^^^^^^^ 

パソコン本体前面 


電源ボタン （0) 

バソコン本体の電源を入れた0 
切った0します。 （•>P.14) 


スーパー マルチドライブ 

巳□や DV □をセツトします。 
(.>P'2 己） 



メール 着信ランプ （0) 

「ワンタッチボタン設定」と連携して 
E メールを受信したとさに点滅します。 

八ードディスク/ 9 
CD アクセスランプ （&) 

内嵐八ードディスクや CD、DV □にアクセスして 
いるときに点滅します。 

電源ランプ（①） 

パソコン本体の電源び入っているとをは緑色、 

ス U —プ時はオレンジ色に点灯します。 


フラップ 

PC 力ードをセツトするとさや、 
各種機器やメモ U— 力ードなど 
を接続すると走に開走ます。 

CD/DVD 取り出しボタン 

CD/DVD をセットしたり取0出し 
たりします。 

PC カード取り出しボタン 

PC 力ードを取り出します。 

PC 力ードス□ット 

PC カードの差し込み口です。 


ダイレクト•メモリース□ット 

SD 方モ U -カードやメモ U —ステイツク 
の差し込み□です。 

min に□カード、 microSD カードおよび 
メモ U —スティック Duo などは、アダプ 
(•>P.33) 


アイト U プルイー 

IEEE 1394 (DV) 
端子（歴密 1) 

デジタルビデオカメラ （DVC) 

や IEEE 1394規格の周辺機器を 
接続します。 


USB コネクタ（ーミ f) 

プI」ンタなどの USB 規格の周辺機器 
を接続します。 

マイク端子（夕 ''') 

外径 3.5mm の5ニプラグに対応した 
市販のバソコン用マイクを接続します。 

へッドホン端子 （0) 

外径 3.5mm の S ニプラグに対応した市販 
のへッドホンを接続します。 


フレキシブルベース（設置台） 

パソコンの転倒防止のため、パソコンに 
取り付けます。 


(イラストはフラップを開いた状態です） 


パソコン本体前面の各部の名称と 
働さについて、詳しい説明は次の 
マニュアルをご覧 < ださい。 



巧]『画面で見るマニュアル』》「日日日27日」で検索 
-「各部の名称と働走：パソコン本体前面」 


I 01 5®™^ ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 














































































































































































































通風孔 

バソコン本体内部に空気を取 D 込むことで、パソコン 
本体内部の熱を逃びすための開孔部です。 



パソコン本体側面のさ部の名称と 
働さについて、詳しい説明は次 
マニュアルをご覧ください。 


ミ ♦ 


を]『画面で見るマニュアル』》「日日028日」で検索 
-「各部の名称と働さ：パソコン本体側面」 


各雰名称と働さ 
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メインスイッチ 

パソコン本体の電源を完 
全に切る場合に「オフ」 
にします。 

「 I 」側び「オン」で 
「〇」側び「オフ」です。 

インレット 

バソコン本体の電源ケー 
ブルを接続します。 

ディープイアイディー 

DVI-D コネク 
夕（風） 

ディスプレイを接続しま 
ず。 

ディーブイアイアイ 

DVI-I コネクタ 
じち吕] 

ディスプレイを接続し 
ます。 

ア-ルジ-ビ - 




圍 

m 


[〇 oJl 


/n 图 f f 。 
も 


口 


•アナ□グ RGB 
コネクタ〔ま 2) 

ディスプレイを接続しま 
す。 




L 通風孔 

パソコン本体列部に空気 
を排出して熱を逃びすた 
めの開孔部です。 


アウトレット[を 1] 

ディスプレイの電源ケーブルを接続します。 


通風孔- 

バソコン本体外部に空気 
を排出して熱を逃びすた 
めの開孔部でず。 


アールジ.ービー 

アナ □グ RGB — 
コネクタ( 因 ) 

ディスプレイを接続します。 


LAN コネクタ（^)- 

LAN ケーブルを接続します。 
(•>p.4 日） 


A ボ — 。- 

コネクタ（[立^]) 

PS /2 キーボードを接続し 
ます。 


ュー エス ビー 

USB コネクタ-11_ 

( ■尸 + ) 

添付の光学式マウスや L =^ 

FenCa ポート、および市販 IlK 
の USB 規格の周辺機器を 
接続します。パソコン本体 
前面のちのと同じ規格です。 


:ディスプレイの電源プラグ政外は、接続しないでください。 
:グラフィックカード搭載機種のみ 


光デジタルオーディオ出力端子^ ■ 

((^) 

MD コンポや AV アンプなどの光デジタル 
オーディオ機器を接続します。 

ラインイン端子（(((ホ）- 

才ーディオ機器などの音声出力端子と接続します。 


盜難防止用□ック取り付け巧 （fl) 

盗難防止用ケーブ J レを接続します。 

—ラインアウト端子（(((ホ） 

オーディオ機器などの音声入力端子と接続します。 




^宜团因日团 B 圓团 

パソコン本体背面 


パソコン本体背面の各部の名称と 
働さについて、詳しい説明は次の 
マニュアルをご覧ください。 


♦ 


巧]『画面で見るマニュアル』》「日日日3日日」で検索 
-「各部の名称と働を：パソコン本体背面」 


10 を 


画面で見る 
マニュアル 


0 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 



12 
をを 





















































































































































宜团因日团 B 国目^^^^^^^^^^^^^^^ 

パソコン本体内部 


内蔵八ードディスク 

電源ユニット ここに、シ U アル ATA [ェーテイーェ ー] 



CPU フアン 

バソコン本体内部の温度を下げるための 
フアンです。 


を：お線 LAN アンテナ搭載機種のみ 


パソコン本体内部の各部の名称と 
働さについて、詳しい説明は次の 
マニュアルをご覧ください。 



を1『画面で見るマニュアル』》「0002日0」で検索 
-「各部の名称と働さ：バソコン本体内部」 



































































，宜团因日团 B 国团 

丰—ボ—ド 


半角/全角キー 

キーを押すごとに、半角入力/全角入力を 
切り誓えます。 

全角入力にすると、日本語を入力でさます。 


音量調節ボタン—— 

パソコン本体の音量を 
調節しまず。(- > P .22) 


エスケープ 

Esc キー 

現在の作業を取り消します。 


且 


1111111 


ワンタッチボタン 

決められたソフトウエアをワン 
タッチで起動します。起動する 
ソフトウエアを変更することわ 
でさます。 (•> P .24) 

バックスペース 


テ U-h 

Delete キー 

マウスポインタのち側 
にある1文字を削除し 
ます。 


Back Space キー 

マウスポインタの左側にある 
1文字を削除します。 


- 口 + が ■>>- ル切 -*— ルにュープームサポ-卜 

◎ ◎◎◎◎◎◎◎ 


卜 J ] |1 f 1 )[( f 2 jj I 良]おつ [0 LJ ] 狂つ） 〔[ F 9 j ド，〇ぃ…っ[ド1。][ I 。•叫 


屬區 I 口幅 I 画 I 國區 I 囚陋 I 副圆固因幅 I 歐 


Mill 


T I 


i -： i ITTT 




注鹽] 


I I I I 


I I 


スぺース 

空白 （ Space ) キ- 

空白を入力します。 


Fn キー 

このキーを巧しなびら^^で囲まれたキー 
を押すと、それぞれのキーに割0当てられ 
た機能を使用することびでをます。 


Shift キー 

[ tsM ] を押しなび日記号の刻印されている 
キーを押ずと、そのキーの上段に刻印さ 
れている記号を入力でさます。 

キヤブス□ック 

Caps Lock /英数キー 

[ Mj ] を押しなびを押して、 

英大文字入力/ル文字入力を切り替えま 
す。 


卜 b : 1良 

0图囚囚 

囚の因囚こ 

3 四し E 。 ご1 

か叫口じ 

3囚の囚 C 

3 lJ ( Lej [ 

3 S 臣 

1 一 1 

い Shift 1 

0 0 

囚巧 

□巧の医]因 

匹]因 

〇. Shift 1 

卜"1を1 

国因 

1-11 

11 り 

@囚 

回田ち 
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巧田 D) 
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II 


iNjmLkl 

Igcrial 

巳 

曰 □ 

1 Hams 1 

む 

图 n 

の 

因 

囚 U 

0 

む 

国白 



曰 D 


スタンバイボタン 

バソコン本体をスリー 
プにした0、スリープ 
から元の状態に戻した 
0します。 


テンキー 

数字や記号を入力します。 


エンター 

Enter キー 

入力した文字を確定したり、 
改行したりします。 


カーソルキー 

マウスポインタを上下左ちに移動します。 


その他のキーや詳しい説明は次 
マニュアルをご覧ください。 



巧腸 iia 

を『画面で見るマニュアル J »「000220」で検索 
-「各部のち称と働を：キーボード」 


12 鸟？說 I 0 f 日？厮►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 

































































































































































































































電源を入れる/切る . 14 

音量を調節する . 22 

画面の明るさを調節する . 23 

ワンタッチボタンを使う . 24 

CD / DVD を使ラ . 2己 

メモ U — 力ードを使う . 33 

マウスを使う . 39 

LAN (有線 LAN ) 機能を使う . 40 

無線 LAN 機能を使う . 42 

無線 LAN 搭載機種のみ 

FeliCa ポートを使う . 44 


A-A- 

2 章 

パソコンの取り巧い 


最ネ如こ確認していただをたいことと、使用上の注意事項などを説明しています。 


234己6789 


〇 
















田 QQQ 因回 Q 囚 

電源を入れる/切る 


電源の入れちと切りちはとてち重要です。正しいち法を覚えて<ださい。 

A 注意 

A . ディスクをセットするとを、および取り出すとをには、 CD / DVD ドライブのトレーに指な 
どを入れないで < ださい。 

けびの原因となることびあります。 

0 ' 電源を入れた状態で持ち運んだり、衝撃や振動を与えたりしないでください。 

故障の原因となります。 


接続を確認する 


電源を入れる前に、ケーブル類が正し <接続されているか確認して<ださい。 

田 DVI ケーブルで接続する場合 



ビー]マウス 

ま：グラフィックカードを搭載している場合 

(これ攻降のイラストは機種や状況により異なります） 


]4 I Q 1 5®™^ ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 























































































































アナ□グディスプレイケーブルで接続する場合 


二!ンセント 


间 

阿 


電源ケーブル 


〇 inoinira ifiininiri に円 i つ ini 

oronorooroorono 

_)JlL-IUJIUIUIJIUIUIJlUIUk 

,in に円 1 

]0 曰 3 

:;: 

レレ止 ■り 吨陆 j 



PS /2 キーボード 



USB マウス 


を：グラフィックカードを搭載している場合 
























































































































電源を入れる 



ここでは電源の入れ方のラち Windows を起動する方法を説明しています。 


[ kQ 電源を入れるときの注意 

-電源を切った後は、次に電源を入れ直すまで ] 日秒ほどお待ちく 
ださい。 

-液晶ディスプレイは、必ずパソコン本体の電源ケーブルをコンセ 
ントに差し込む前に接続しておいてください。パソコン本体の電 
源ケーブルをコンセントに差し込んだ後にディスプレイを接続す 
ると、正常に動作しないことがあります。 

-パソコンに巧などのカバーをかけている場をは、必ずそれらを完 
全に取り外してから電源を入れてください。パソコンの通風孔な 
どび布などでふさがれたまま使用すると、パソコン内部に熱びこ 
わ0、動作不良や本体カノ V '—の変形び起さることびあります。 

-電源を入れた後は、手順目の画面び表示されるまでは電源を切5 
ないでください。手順目の画面び表示される前に電源を切ると、パソコンの動作び不安定にな0 
まず。 


閱 しば5ぐ操作しないと 

電源を入れた状態でしば5< (約已分間）操作しないと、動画（スク U —ンセーバー）び表示され 
たり、画面び真っ暗になった0することびありまずび、電源び切れたわけではあ0ません。これはパ 
ソコンの省電力機能び働いている状態です。 

マウスを動かしたり、キーボードので) 0 〇 〇や [[ SHE ] のどれかを押した0すると、元の 
画面に戻0ます。 



1 パソコンに液晶ディスプレイなどの機器を接続しまず。 


2 電源ケーブルびコンセントに接続されていない場合は、電源プラグを 
コンセントに差し込みまず。 

パソコンに接続されている機器の電源プラグをコンセントに差し込んだ後に、パソコン本体の電 
源プラグをコンセントに差し込んでください。 

ディスプレイの電源プラグは、バソコン本体のアウトレットに接続されていることを確認してく 
ださい。 


1/ GCVi 画面で見る 

I 〇 にュァル 


01 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 



















3 パソコン本体背面にあるメインスイッチを「 I 」側に切り替えまず。 

■パソコン本体背面 



(これ降のイラストは機種や状況により異なりまず） 

[kQ メインスイッチを切り替えると 

電源ケーブルをコンセントに接続し、六インスイッチを「 I 」側に切り誓えると、数秒間電源ランプ 
び点好して電源び入ったよラな状態にな0ますび、故障ではあ0ません。 


4パソコンに接続されている機器の電源を入れまず。 


パソコン本体の電源ボタンを巧しまず。 



バソコン本体の電源ボタン 


パソコン本体とディスプレイの電源ランプび点なし、画面にさまざまな文字などび表示されます。 
そのまま、しばらくお待ちください。 

ディスプレイの電源ランプび点なしていない場合は、ディスプレイの電源ボタンを押してくださ 
い。 



6 このような画面び表示されたことを確認しまず。 



(画面は機種や状況により異なります） 


^^oint Windows び起動しない場合 

このパソコンに添付のディスプレイは、デジタルとアナ□グの2種類の入力に対応しています。電源を入れ 
てち Windows び起動しない場合は、入力び切0換わってしまった可能性びあります。その場合は、ディス 
プレイの接続方法にあわせて、「デジタル入力」または「アナ□グ入力」に切0換えてください。 

切り換えるとさは、画質/入カボタンまたは画質/入力切換ボタンを押してください。 

■22 型ワイド液晶ディスプレイの場合 ■ IS 型ワイド液晶ディスプレイの場合 




入力を切り換えてわ Windows び起動しない場合は、次のマニュアルをご覧ください。 

な ^^ 

G 『トラブル解決ガイド』 

一 「 Q & A 集」一「パソコンびおかしいとさの日 & A 集」一「起動/終了」 


電源を切る 


ここでは電源の切りちのうち Windows を終了する方法を説巧しています。 

このパソコンを使わないときは、 Windows を終了せずに「待機状態（ス U - プ)」にしておくこ 
とちできます。ス U - プにするち法については、「パソコンを待機状態にする/復帰させる」 
(••► P .20) をご覧ください。 


1作業中のデータを保巧し、ソフトウェアを終了しまず。 


ソフトウエアを起動したままでちこれ(降の操作を進められますび、途中で作業中のデータをイ呆 
存するか確認するメッセージび表示されることびあ D ます。誤動作の原因となるので、あらかじ 
めデータをイ呆巧した後、ソフトウエアを終了してください。 


18 D ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 














2 CD や DVD などびセツトされていた5、パソコン本体前面の CD/DVD 
取り出しボタンの中央を巧して取り出しまず。 _ 

■パソコン本体前面 



(これけ巧のイラストは機種や状況によ D 異な D ます） 


パソコンの電源を切ってしまラと、 CD や DVD などは取 D 出せません。 

J パソコン本体の電源ボタンを巧しまず。 



パソコン本体の電源ボタン 



しばらくすると Windows が終了し、パソコン本体の電源が自動的に切れます（画面が暗くなり、 
パソコン本体の電源ランプが消えます)。 


胃パソコンの電源ボタンは押し続けないでください 


パソコンの電源ボタンを4抄攻上押し続けると、 Windows などの正常な終了処理びでをないまま、 
強制的に電源び切れてしまいます。 



を oint 「スタート」メニューか S 電源び切れます 

1. @(スタート）一 KIEHI の D 一「シャットダウン」の順にク1」ックします。 

バソコン本体の電源び切れます（画面び暗くな0、パソコン本体の電源ランプび消えます)。 

CJ^oint ディスプレイの電源について 

バソコン本体の電源を切ると、パソコン本体のアウトレットに接続しているディスプレイの電源ち切れます。 

巧 oint パソコンの電源び切れない場合 

マウスやキーボードび操作でさないなど、電源を切る操作びでさないとさは、次のマニュアルをご覧ください。 

な ^^な3 

G 『トラブル解決ガイド』 

一 「Q&A 集」一「パソコンびおかしいとさの日 &A 集」一「起動/終了」 

それでち電源び切れないとさは、パソコン本体の電源ボタンを4砂押し続けて、強制的に電源を切って 
<ださし、。 

電源を切った後、パソコン本体の電源ランプび消えている（電源び切れている）ことを確認してください。電 
源ランプびオレンジ色に点丹しているとさは、ス U —プ状態になっているため電源び切れていません。わラー 
度電源ボタンを4秒];(上巧し続けて電源を切ってください。 

C 5 >oint パソコンを長期間お使いにな5ない場合 

長期間お使いにな5ない場合は、パソコン本体背面のメインスイッチを「〇」側に切り誓えて<ださい。 

4パソコンに接続されている機器の電源を切りまず。 


くソコンを待機状態にする/復帰させる 


このパソコンを使わないときは、パソコンの電源を切らずに待機状態にしておくと、なにパソコ 
ンを使ラときにすぐに使い始めることびでをます。 

待機状態にはス U —プと体止状態びあります。ご購入時には、「スリープ」に設定されています。 
ここでは、パソコンをス1」ープするち法と、ス1」ープから復帰するち法について説明します。 

(5 >oint 次の場合はパソコンの電源を切ってください 

-パソコンを長期間使わないとさ 

-バソコンの動作び遅くなった0、正常に動作しなくなったとき 
いったんバソコンの電源を切り、再度電源を入れ直してください。 

電源の切0方については、「電源を切る」 (•>P.18) をご覧ください。 

巧 oint ス U —プとは 

パソコンの電源を切らずに、作業中のデータなどをメモ U に保をして、パソコンを待機状態にすることです。 
スリープ中は、メモ U に保をしたデータなどをイ呆持するためにかしずつ電力を消費しています。 


20 ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 









パソコンをスリープする 


1 ©(スタート）一匪 S ■をクリックしまず。 

を去も Windows カレンダー 

Windows ミーティングスぺース 
FMV 西面で見る7ニユア J レ 

► すべてのプ□グラム 

去'を'ザ:::； P 

こ^^^^^^^^ 

(画面は機種や状況によ D 異な D ます） 

パソコンびス U- プします。ス U- プ中は、電源ランプびオレンジ色に点なします。 

スリープか6復帰する 

I パソコン本体の電源ボタンを巧しまず。 

パソコンびス U —プから復帰（レジューム）します。電源ボタンは4砂じ(上押し続けないでくだ 
さい。パソコンの電源び切れてしまいます。 

r > oint 復帰ずるとをは 

スリープにした後、すぐに復帰（レジューム）しないでください。 

必ず、 ] 日秒政上たってから復帰（レジューム）するよラにしてください。 

ス U —プやか止状態については、次のマこュアルちご覧<ださい。 

QMH 省重力機瞄こっぃて 

を1『画面で見るマニュアル』》「000410」で検索 
-「省電力機能を使5」 





パソ n ン《取り扱い 


21 















) ] 田 BED 因回 EE 

A ち量を調售 


音量を調節する 


ここでは、キーボードの音量調節ボタンから音量を調節するち法について説明しま 
す。 

キーボードの音量調節ボタンは、 Windows び起動している場合に音量を調節でき 
ます。 


1 キーボード上側にちる音量調節ボタンを押して、適切な音量に調節しま 
ず。 

ボ U ユームボタン（一）を押すとルさく、ボ1」ユームボタン （+) を押すと大をくなります。 
Mute [5 ユート](消音）ボタンを押すと音び消え、画面ち下の通巧領域にある表示び化に変わ 
ります。もう一度押すと元の音量に戻り、表示もかに戻ります。 

ボ U ュームボタン（一） ボ IJ ユームボタン （+ ) 




M 

Jte (ミ肖音）ボタン 

- 

- づ + 

が 

メール 

◎ 

因 

のの因の 因ののの 



(イラストは機種や状況により異なります） 


音量を調節ずるち法はいろいろあります 

画面ち下の通巧領域にあるり》（音量）など、他の方ミ去でち音量を調節で走まず。 

Q 网剖 他のちまで龍を ills ずる場合 

巧） 『画面で見るマニュアル J » 「0001日0」であ索 
-* 「音量を調節する」 


column 


22 I D ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 































^ 田 BBB 因回 Q 因 

画面の明るさを調節する 


液晶ディスプレイで、画面の明るさを調節することびでさます。 

ディスプレイび添付されている機種の場合は、ここの説明をお読みください。ディスプレイび添 
付されていない機種の場合は、お使いのディスプレイのマニュアルをご覧ください。 

液晶ディスプレイの「メニュー/決定」ボタンを押すと、画面の明るさを調節するメニューび表 
示されます。ここのメニューでお好みの明るさに調節してください。 



巧 oint エコ/戻るボタンについて 

ディスプレイのエコ/戻るボタンで、周囲の明るさを検巧して画面の日月るさを調整した D 、 甫に一定の明るさ 
に固定したりすることびでさます。 

詳しくは、液晶ディスプレイのマニュアルをご覧ください。 

Q 段剖 画面の明るさの調飾こついて 

を！ 『画面で見るマニュアル』》「日日日己日日」で検索 
一「液晶ディスプレイ」 























田 Q 日 Q 因回 Q 囚 

ワンタッチボタンを使う 


ワンタッチボタンは、パソコンの各種機能を呼び出すためのボタンです。ボタンを 
押すだけでソフトウエアの起動や E メールの受信などび行えます。 


a. メール 

b . インターネット 

C. メニュ ー 

d . ズーム 


I- e . サ巧ー ト 

- り + 巧： メ 'ル イン；わ卜 >= 1- ズム か--卜 f'lu で 产己： f ロミ II 、 

©©©00)000 i @ i © 
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a. メール 

メールソフトを起動します。 

b. インターネット 

「Internet Explorer [インターネットエクスプ □— ラ]」 
を起動します。 

C . メ ニユー 

「@六ニュー」を起動します。 

d. ズーム 

「らくらくズーム」を起動します。 


G . サポート 

- Windows 起動時 

「FMV サポートナビ」び起動し、 「Q&A」 や「日頃の 
メンテナンス」などのサポート機能を簡単に始めるこ 
とびでさます。 

-シャツトダウン時 

Windows わ《起動しないときにも、「ハードウエア診断」 
や「マイ U カバ U」 などトラブル解巧に役立つサポー 
卜機能を使うことびできます。 

ま：ス U —プ中の場合には 「FMV サポートナビ」び起 
動します。 


巧 oint r ユーザーアカウント制御」ウィンドウび表示された場合 

ワンタッチボタンを押して「ユーヴーアカウント制御」ウィンドウび表示された場合は、「続行」をク U ック 
してください。「続行」び表示されずに「管理をアカウント」び表示されている場合は、そのアカウントのパ 
スワードを入力してか5 rOKJ をク U ックしてください。 

Q 网剖 ワンタッチボタンにつし、て 

を） 『画面で見るマニュアル』》「000330」で検索 
一「ち部の名称と働さ：ワンタッチボタン」 

G 『トラプル解みガイド』 

一「巧実のサポート機能でまわ-快適」 


っ/I rfVi 画面で見る 


01 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 






















































































































— 田 BBB 因回 Q 因 

CD/DVD を使5 


このパソコンでできること 


このパソコンでは、 CD 和 DVD の読み出しや書さ込みをしたり、音楽 CD 和 DVD - VIDE 日を再 
生することがでさます。 


詳し<は、なの マこュ アルを参照して<ださい。 


CD や DVD で楽しむ 

^『画面で見るマニュアル』 

一「カテコリ別」一 「CD - DVD 」 



CD / DVD カテコ MJ 


























































このパソコンで使えるディスク/使えないディスク 



使えるディスク 

このパソコンでは、 12cm の CD 和 DVD がお使いになれます。また、パソコン本体を横置をに 
している場含は、 8cm の CD ちお使いになれます。 

なお、 CD や DVD にはさまざまな種類があります。このパソコンでお使いになることのでをる 
CD 和 DVD は、次のとおりです。 



種別 

読みかたの例 

CD 

CD-ROM 

シーディー□ム 


CD-DA (音楽 CD) 

シーディーディーエー 


フォト CD 

フオトシーディー 


ビデオ CD 

ビデオシーディー 


CD-R 

シーディーアール 


CD-RW 

シーディーアールダブル 
シーディー1」ライタブル 

DVD 

DVD-ROM 

ディーブイディー□ム 


DVD-VIDEO 

ディーブイディービデオ 


DVD-R 

ディーブイディーアール 
ディーブイディーマイナスアール 


DVD-R DL 

ディーブイディーアールダプルレイヤー 
ディーブイディーマイナスアールダブルレイヤー 


DVD-RW 

ディーブイディーアールダプル 
ディーブイディーマイナスアールダブル 


DVD+R 

ディーブイディープラスアール 


DVD+R DL 

ディーブイディープラスアールダブルレイヤー 


DVD+RW 

ディーブイディープラスアールダブル 


DVD-RAM (ミ お 

ディーブイディーラム 


を： DVD-RAM をお使いになる場合には、フオーマツトび必要です。 


このパソコンの CD/DVD ドライブの読み込み/書を込み/書を換え速度については、「パソコン 
本体の仕様」 （••►P.82) をご覧ください。 


1 重間 DVD-RAM にっぃて 

■カート U ツジなしタイプまたはカート U ツジからディスクび取り出せるタイプをご購入ください。 
カート U ツジに入れた状態で使用するタイプ ( Typel ) は使用できません。また、無理に取り出 
して使わないで<ださい。 

- 2.目 GB および日. 2 GB のディスクは、使用で走ません。 


26 I 0 ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 





















推奨ディスク （ 2008 年 10 月現な) 


なのディスクの使用を推奨します。 

下記し U 外のディスクをお使いの場合は、書さ込み/書を換え速度び化下することびあります。ま 
た、正常に書を込み/書を換えびでさない場合や再生でをない場合びあります。 



ディスク 

メーカー 

メーカー 型名 

CD-R 

太陽誘電 （ That ' s ) 

CDR 80 WTY 、 CDR 80 WPY 

CD-RW 

王菱化学メディア 

SW 74 QU 1、 SW 80 QU 1、 SW 74 EU 1、 SW 80 EU 1 

DVD-R 

太陽誘電 （ That ' s ) 

DR -47 WTYN 、 DR -47 WTY 10 SA 

DVD-R DL 

兰菱化学 ディア 

DHR 8 已 m 

DVD-RW 

日本ビクター 

VD - W 47 H 

王菱化学メディア 

DHW 47 R 1 

DVD+R 

太陽誘電 ( That ' s ) 

DR +47 WTYN 

兰菱化学 ディア 

DTR 47 J 10 

DVD+R DL 

王菱化学 ディア 

DTR 8 已 川 

DVD+RW 

王菱化学 X ディア 

DTW 47 U 1 

DVD-RAM 

バナソニック 

LM - HC 47 M (4.7 G 目、力ート U ツジ無)、 

LM - HB 47 MA (4.7 G 目、カート U ツジ有、取り出し巧)、 
LM - HB 94 M (日. 4 G 目、カート U ツジ有、取り出し巧） 

日立7クセル 

DRM 47 PWC . S 1 P 已 S A (4.7 G 目、力ート U ツジ無） 

DVD - RAM 2 

日立7クセル 

DRM 47 D .1 P (4.7 G 目、力ート U ツジ無） 


パソ n ンの取り扱い 
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使えないディスク 


なのディスクはお使いにならないでください。 

• 円形し:^がの異形ディスク（星型やカード型などの変形ディスク） 

このバソコンは円おのディスクのみお使いになれます。 

円お!;■(がの異おディスクをお使いになると故障する場合びあります。 

異おディスクをお使いになり故障した場合はな証の対象外となります。 

• 規格がの厚さの DVD 媒体 

DVD 規格では媒体の厚さを 1.14mm 〜1.已 mm と規定しています。 

記録面び薄い媒体など、一部でちこの範囲がの厚さになっている媒体をお使いになると故障する場合 
びお0ます。 

規格がの DVD 媒体をお使いになり故障した場合はな証の対象外となります。 

•市販のク U —ニングディスク、レンズク U —ナー 
市販のク U- ニングディスク、レンズク U- ナーをお使いになると、逆にコ'ミを集めてしまい、 CD/ 
DVD ドライブのレンズびミちれてしまう場合びありますので、お使いにならないでください。 

• 中むに巧のあいていないディスク 
•傷またはヒビの入ったディスク 

傷またはヒビの入ったディスクをお使いになるとドライブ内で破損する場合びあります。 


Qiaiin この/':ソ〕ンで使えるディスクや使えないディスクについて 

巧）『画面で見るマニュアル J» 「000050」で検索 
一「使えるディスクと対応ソフトウェア」 


28 D 1 ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 



テイスクをパソコンにセツトする/取り出す 


ディスクをセツトする 

ディスクは、パソコンの電源び入っている状態のとをにセツトでさます。 

A 注意 

A •ディスクをセットするとを、および取り出すとをには、 CD/DVD ドライブのトレーに指な 
どを入れないで < ださい。 

けびの原因となることびあります。 


1パソコン本体の CD/DVD 取り出しボタンの中央を巧しまず。 


■パソコン本体前面 



(これ(降のイラストは機種や状況によ D 異な D ます） 


ディスクをセツトするトレーび出てをます。 

トレーは自動で出てをます。無理に引を出したりしないでください。 






































2 パソコンにディスクをセットしまず。 


ディスクのレーベル面を左に（両面タイプの DVD - RAM の場合は、データの読み取り/書き込 
みを行ラ面をちに）して、トレーの中央にセットします。 

ディスクは正しい位置にセットしてください。位置びずれると、ディスクび落ちる可能性びあり 
よ 9 〇 

また、ディスクを入れたまま何度もトレーを開閉するとディスクの位置びずれることびあります 
のでま意してください。 

■パソコン本体前面 



トレーび戻ります。ディスクびセットされ、八ードディスク / CD アクセスランプび点滅します。 
八ードディスク/ CD アクセスランプび消えたことを確認してから、なの操作に進んでください。 
ディスクによっては、セツトすると自動的に起動するちのをあります。 


30 ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 







































































































4 「自動再生」ウインドウが表示された場台は、次のどち5かの操作をし 
まず。 


-すでにソフトウェアが起動している場合は、@をク U ックします。 

-ソフトウェアが起動していない場合は、表示されている項目の一覧で使いたいソフトウェアを 
ク U ックします。 


ゴ'占巨動ち生 E ぶ 

k DVD RW ドライブ （E:) Audio CD 

ミ < 

图才ーデイオ CD に対しては苗に巧のおがを巧う： 

マーデイオ CD のオプション * 


コント□ -ルパネルで巨巧西ホの巧す ホ完ぞします 


a オーディオ CD の再生 

-Windows Media PI がか ほ用 

□ CD から音楽を取り込む 

-Windows Media PI が er ■ほ用 

トディオ CD の再を 
-Windows Media Center ほ用 

； r^ 才ーディオ CD のちち 
、||# -WinDVD for FUJITSU ほ用 

ファイルをち加 

-Roxio Central Data ほ用 

の CD を〕ピー 

-Roxio Central Copy ■ほ巧 

^ ] シピレーンわのを巧巧 
み ， 'Roxio Central Audio 巧ち 

全腹のオプション 


ソフトウエアび起動している場合は 
ここをクリック。 


使いたいソフトウエアをクリック。 


(画面は機種や状況により異なります） 




ディスクを取り出す 


ディスクは、パソコンの電源び入っている状態のとをに取り出すことびでさます。 

A ミ主意 

A •ディスクをセットするとき、および取り出すとをには、 CD/DVD ドライブのトレーに指な 
どを入れないで < ださい。 

けびの原因となることびあります。 


1ディスクを使っているソフトウェアびあれば、終了しまず。 


2 八ードディスク/ CD アクセスランプび消えていることを確認し、 
パソコン本体の CD / DVD 取り出しボタンの中央を押しまず。 

ディスクびセツトされたトレーび出てさます。 

J ディスクを取り出しまず。 


4パソコン本体の CD / DVD 取り出しボタンの中央を巧しまず。 

トレーが戻ります。 


32 I D ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 







田 qBB 因回 Q 因 

メモ U —カードを使う 


ここでは、このパソコンでお使いになれるメモ U —カードの種類や、メモ U —力一 
ドのセットち法、および取り出しち法について説明しています。 

SD メモ U - 力ードやメモ U - スティックを総称して、メモ U - 力ードと呼んでい 
ます。 


メモリーカードをお使いになるラえでの注意 


メモ U —力ードをお使いになるとをは、なの点にご注意ください。 


•メモ U - スティック Duo 、 メモ U - スティック PRO Duo 、 min 旧 D 力ード、または microSD 
カードをお使いの場合は、必ずアダプタにセットしてからお使いください。そのまま挿入する 
と、メモ U —カードび取り出せなくなります。 

また、メモ U - 力ードを取り出す場合は、必ずアダプタにセットしたまま取り出してください。 
アダプタだけをダイレクト-メモ U —ス□ットに残すと、故障の原因となります。 


メモ U —スティック Duo アダプタ 



メモ IJ — ステイツク Duo 
メモ IJ — ステイック PRO Duo 


miniSD 力ードアダプタ 



miniSD 力ード 


microSD 力ードアダプタ 



imcroSD 力ード 


• メモ U —スティック Duo アダプタは、塗装部分び剥びれた状態では使用しないでください。ダ 
イレクト-メモ U - ス□ット内部の端子び接触し、メモ U - スティック Duo またはメモ U - ス 
ティック PRO Duo を認識しなかったり、故障の原因となります。 

また、剥びれた塗装部分などにテープなどを貼って使用することちしないで<ださい。アダプ 
夕び取り出せなくなる場合びあります。 

• miniSD カードのアダプタには、裏面の中央部から端子び露出している製品びあ D ますび、こ 
のタイプのアダプタは使用しないでください。ダイレクト-メモ U —ス□ット内部の端子び接 
触し、故障の原因となる場合びあ D ます。 

miniSD カードのアダプタは、裏面中央部から端子び露出していない製品をご利用ください。 



端子び露出している 






















使えるメモリーカー 


マジックゲート機能び必要なデータの記録/再生はでをません。 

マルチメディアカード、セキュアマルチ:><ディアカードには対応していません。 

SD メモ U — カード、 miniSD カード、 microSD カード、 SDHC 力ードは、著作権保護機能 （CPRM [シーピー 
アールエム ]) に対応しています。 

2 GB を超える SD メモリーカードには対応していません。 2 GB を超える場含は、 SDHC カードをお使いくださし、。 


ダイレクト•メモ U - ス□ットは、デジタルカメラなどに使われているメモ U - 力ードに直接デー 
夕を読み書さするためのス□ットです。 

ダイレクト-メモ U —ス□ットが対応しているメモ U —カードは次のとおりです。 

なお、すべてのメモ U —カードの動作を保証するをのではありません。 


Mem 口 ryStick し/主 1 J 

證 〔注幻 

- メモ U — スティック 

- メモ U —スティック 
(メモ U — セレクト機能付） 

- ><モ11ースティック Duo 

- メモ U — スティック PRO 

- ><モ11ースティック PRO Duo 

- SD；><fU — カード 

- min 陌 D カード 

マイク□エスデイー 

- microSD カード 

エスデイーエイチシー 

- SDHC 力ード 


ゾモリーカードをセツトする/取り出す 


A 注意 

A - メモ U —カードをセットまたは取り出す場含は、ダイレクト-><モリース□ットに指などを 
入れないで < ださい。 

けがの原因となることがあります。 

0 - 取り外したメモ U —カードは小さいお子様の手の届かないところに置いてください。 

お子様が□に入れたり、誤って飲み込むとけびや窒息の原因となります。万一、飲み込んだ 
場合は、すぐに医師に相談してください。 

[k^ メモリーカードをお使いになるときの注意 

-方モリーカードや記録されているデータの取0扱いについては、メモ U —カードや周辺機器のマ 
ニュアルをご覧ください。 

■ メモ1」一力ードをデジタルカメラなどで使っている場合は、お使いの捲器でフォーマットしてくだ 
さい。 Windows で フォー マットずると、デジタルカメラなどでメモ IJ — 力ードび使えなくなり ま 
す。デジタルカメラなどでのフォーマットのち法については、お使いの機器のマニュアルをご覧く 
ださい。 


12 

をを 


っ /I rfVi 画面で見る 

ゴ4 にュァル 


01 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 







メモ u — カードをセツトする 


1 フラップを開け、メモリーカードをダイレクト-メモリース□ットに 
セツトしまず。 

■パソコン本体前面 



※製品名のある面を左側にして、まっすぐにセツトします。 

《SD メモ U — 力ードとメモ U — ステイックを同時に使用することはで走ません。 


(イラストは機種や状況により異なります） 


パソ n ン©取り扱い 
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を oint r マイフォト」について 

このバソコンには画像表示ソフトウエア「マイフォト」び添付されています。メモ1」一力ードをバソコン本体 
のダイレクト•メモ IJ — ス□ットにセットすると、「マイフォト」び起動する場合びあります。 

メモ IJ — 力ードをダイレクト•メモ U — ス□ットにセットした場合に「マイフォト」を起動しないよ5にする 
には、「マイフォト」のメニュー画面の「設定」ボタンをク IJ ックして、「メモ1」一力ード挿入時にこのソフト 
を自動起動する」の「しない」の©を♦にして、「適用」ボタンをク U ックします。 



(画面は機種や状況によ D 異な0ます) 


「マイフォト」について、詳しくはなのマニュアルをご覧ください。 

Qtaiin r マィフォト」にっし、て 

を）『画面で見るマニュアル J » 「210750」で検索 
-「マイフォト」 


つ/ CTVi 画面で見る 

DO にュァル 


01 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 
















メモリーカードを取り出す 


1 メモ11~力~ドにアクセスしていないことを6き！!しまず。 

ファイルのコピー、移動、削除などび終了していることを確認してください。 

2 画面ち下の通知領域にある fc ( A - ドウエアの安全な取りがし）を 
クリックしまず。 

メモ U - 力ードによっては、 Id ( 八ードウエアの安全な取りがし）び表示されないものもありま 
す。アイコンび表示されない場合には、メモ U - 力ードのマニュアルをご覧になり、確認してく 
ださい。 

J 「 nnn をま全に取りがしまず」をクリックしまず。 

nnn にはお使いのメモ U —カードの名称が表示されます。 

み oint メッセ~ジび表示された場合 

「デバイス’況用ボ IJ ューム’をろ停止できません。後でデバイスの停止をも5—度実斤してください。」とし、 
5メッセージび表おされた場合は、 「0 K 」 をク IJ ックし、メモ IJ — 力ードにアクセスしていないことを確認 
してか5、ちラー度手順2占、6やり直してくださし、。 

4 「このデバイスはコンピュータか5ま全に取りがずことびできまず。」と 
いうメッセージび表示された5、 rOKJ をクリックしまず。 


パソ n ン《取り扱い 
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5 メモリーカードを取り出しまず。 

><モ|」ーカードを一度押すと、かし飛び出します。 

■パソコン本体前面 



(イラストは機種や状況により異なります） 


飛び出したメモ U —力ードを弓 I さあをます。 


[kQ メモリーカードを取り出ずときの注意 

-ダイレクト•メモリース□ットか日メモリーカードを取り出す場合は、メモ U — 力ードを強く押さ 
ないでください。指を離したとさメモリーカードび飛び出し、紛失したり、衝撃で破損したりする 
おそれびあります。 

また、方モリーカードを引き抜くときは、ひねったり斜めに引いたりして、><モリーカードに無理 
な力びかか5ないよラにして < ださい。 

-メモリーカードを取り出すとさは、ダイレクト•メモリース□ットを人に向けたり、顔を近づけた 
りしないでください。メモ U —力ードび飛び出して、思わ城けびをするおそれびあ0ます。 


メモ U —カードについては、次のマこュアルちご覧ください。 

Q 段剖 メモリ-力-ドについて 

を！ 『画面で見る マニュアル』》「日日日 7 日日」 で検索 
一「方モ U —カードを使ラ」 


っ〇 rfVi 画面でちる 

づけ マニュアル 


01 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 
































































田 qBB 因回 Q 因 

マウスを使5 


ここでは 、 USB [ユーエスビー]マウス（光学式）について説明します。 


光学式マウスについて 


マウスのし<み 

光学式マウスには、裏面に光学式読み取りセンサーび付いています。マウスを机の上などですベ 
らせると、マウス裏面から出された赤い光の陰影を光学式センサーで検巧し、画面上のマウスポ 
インタび動くよラになっています。 



読み取り 

センサー 


光ぎ式マウスをお使いになるラえでのミち意事頂 


光学式マウスは、机の上だけでなく、紙の上などでちお使いになることびでをますび、なのよラ 
なちのの表面では正しく動作しない場合びあります。 

•鏡やガラスなど、反射しやすいちの 
• 光沢びあるちの 

• 濃淡のはっさりした搞模様や柄のちの（木目調など） 

• 網点の印刷物など、同じパターンび連続しているをの 

光学式センサーは机などと接触せずにマウスの動をを検知しているため、特にマウスパッドなど 
の必要はありませんび、マウス本体は机などと接触しているため、傷び付をやすい机やテーブル 
の上では、マウスパッドなどをお使いになることをお勧めします。 
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LAN 馆線 LAN ) 機能を使う 


LAN [ラン]佑線 LAN ) 機能を使うための、 LAN コネクタについて説明します。 
ここでは、をにインターネットに接続する場合を例に説明します。 


このパソコンの LAN 機能 


このパソコンでは、次のちのが標準で準備されています。 


• LAN コネクタ （ LAN ケーブル巧） 

1000目 ASE-T [ベーステイー]/ 100 BASE-TX [ベーステイーエツクス] / lOBASE - T 準拠 


インターネットを使ラとさの接続例 


次のイラストは、パソコンとブ□ー ドバンドモデムを LAN ケーブルで接続している一例です。 
ネットワークの形態によって使用する機器が異なりますので、ネットワークに合ったものをご購 
入 < ださい。 


インターネット 



ネットワークの種類和し<みについては、なのマこュアルをご覧<ださい。 

ネットワ-クの種類やしくみについて 

を！『画面で見るマニュアル』》「4]己日4日」で検索 
一「ネットワークの種類やしくみ」 
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01 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 


















LAN 馆線 LAN ) をお使いになる場合 


LAN (有線 LAN ) をお使いになる場含に必要なちのなどを説明します。 

ここでは、ブ□ー ドバンドインターネットにパソコンを接続する例を説明します。 


化要なをのを用意する 

このパソコンの他に、次のちのが必要です。 


•ブ□ードバンドモデム 

ADSL モデム、ケープルモデムなど、インターネットの回線や、プ□バイダにより異なります。 

•ルーター 

異なるネットワーク間の中継点に設置して、ネットワークの中を流れるデータをさちんと目的の場所 
(パソコンやプ U ンタなど）に届けるための機器です。 

一般的には、 LAN と外部のネットワーク（インターネット）を結ぶために使われます。 

複数台のパソコンを接続する場含は必要です。ブ□ー ドバンドモデムに搭載されている場含ちありま 
す。 

なお、1000 BASE - T の通信を巧うためには、1000目 ASE - T に対応したものを使用してくださし'1。 
•ハブ 

ネットワーク上でケーブルを中継するための機器です。 

複数台のパソコンを接続する場含に必要です。ルーターに搭載されている場含ちあります。 

1000目 ASE - T の通信を行うためには、1000目 ASE - T に対応したものを使用してください。 
• LAN ケーブル（ストレートタイプ） 

お使いになるネットワークのスピードに合つたちのび必要です。接続するネットワーク機器のマニュ 
アルをご覧になり、必要なものをご用意ください。 

1000目 ASE - T の通信を行うためには、エン八ンストカテコ‘ U 已（カテコ‘ USE ) 1；|上の LAN ケー 
ブルを使用して < ださい。 


LAN を巧うための設定 

LAN をお使いになるためには、必要な機器を LAN ケーフルで接続し、ネットワークの設定を行 
います。インターネットに接続する場合は、プロバイダより提供されるマニュアルに従って、機 
器の設定をしてください。 

接続、設定のち法については、なのマニュアルでち説明しています。 

有線 LAN の醜 

を1『画面で見るマニュアル』》「000100」で検索 
一 「 LAN を使う」 



♦ 田 Q 日 Q 因回 Q 区 

無線 LAN 


無線 LAN 機能を使う 


無線 LAN 搭載機種のみ 

無線 LAN [ラン]機能について説明します。 

ここでは、をにインターネットに接続する場合を例に説明します。 


このパソコンの無線 LAN 



無線 LAN 搭載機種の場合、なの規格の無線 LAN ( Wi - Fi ® [ワイフアイ]準拠)び搭載されています。 


IEEE [アイトリプル 
ィ ー] 802.1 la 

IEEE 802.1 lb 

IEEE 802.1 Ig 

IEEE 802.1 In 
ドラフト 2.0 

- 

〇 

〇 

〇 


インターネットを使ラとさの接続例 


なのイラストは、フロードバンドインターネットと接続している一例です。ネットワークの形態 
によって使用する機器び異なりますので、ネットワークに合ったものをご購入ください。 


インターネット ADSL [ェーデイーエスエル]モデムや 



無線 LAN アクセスポイント 


無線 LAN でインターネットに接続するには、無線 LAN アクセスポイントを利用する「インフラ 
ストラクチャ通信」といラち式で通信します。 

ブ□-ドバンドモデムに電波を送受信する無線 LAN アクセスポイントを接続し、無線 LAN アク 
セスポイントとパソコンの間を、 LAN ケーフルの代わりに電波で送受信します。 

ネットワークの種類やしくみについては、なのマニュアルをご覧ください。 

ネットワ-クの種！«やしくみにつし、て 

を）『画面で見るマニュアル J » 「415040」で検索 
一「ネットワークの種類やしくみ」 


42 D 1 ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 


























無線 LAN をお使いになる場合 


> 


化要なをのを用意する 

無線 LAN を使ラためには、このパソコンの他になのちのび必要です。 

•無線 LAN アクセスポイント 

LAN ケーブルを使用する代わりに、電波を利用して情報のやり取りを行ラ無線 LAN では、 r 無線 
LAN アクセスポイント」と呼ばれる機器び必要となります。 


無線 LAN を巧うための設定 

無線 LAN を使うには、無線 LAN アクセスポイントとパソコンの設定を行います。 

初めて設定する場合は、使用するネットワークの情報やデータの暗号化などを、無線 LAN アク 
セスポイントとパソコンの両方に設定します。 

すでにネットワークで使われている無線 LAN アクセスポイントに接続する場合は、無線 LAN ア 
クセスポイントと同じ設定になるように、パソコンを設定します。 

無線 LAN については、なのマニュアルをご覧ください。 

Q な iifi 麵 LAN の醜 

を1 『画面で見るマニュアル』》「001000」で検索 
一「お線 LAN を使5」 

別売の麵 LAN 力-ドなどを使う 

を『画面で見るマニュアル』》「001020」で検索 
一「別売の無線 LAN アダプタを使5」 

Q 『スタートガイド2セットアップ編』 

一「インターネットを始めるための準備をする」 


パソ n ン《取り扱い 
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FfE 


皇 1 田 Q 日 Q 因回 Q 区 

Ij FeliCa ポ 


FeliCa ポートを使う 


Fel に a [フエリカ]ポートを使った便利な機能について説明しています。ここでは、 
Fel に a 巧応力ードや Fel に a 対応携帯電話を、合わせて 「 Fel に a 対応カー问と 
して説明しています。 


Fel に a とは？ 


Fel に a とは、非接触にカード技術ち式の名称です。電子マネーや交通機関のに乗車券、一部の 
携帯電話などに採用されています。 FeliCa に対応した力ードや携帯電話は、主に交通機関の読み 
取り装置（自動改札など）や、コンビニエンスストアなどのレジにある専用機器で、料金の精算 
や個人認証の用途で使用することびでをます。このパソコンの FeHCa ポートでは、 「 Fel に a 対応 
力ード」および 「 Fel に a 対応携帯電話」を使用することびできます。 

• このパソコンの FenCa ポートは、電波法に基づ<形式指定を受けた誘導式読み書を通信設備で 
す。 

•使用周波数は、 13.5 日 MHz 帯です。 


このパソコンでできること 


このパソコンの Fel に a ポートでは、主になのことびでをます。 

• インターネットでのショッピングの支払い 

Edy [エディ]や eUO [エリオ]などによる支払いに対応した、ホームページでのショッピングの 
ときに、このバソコンの FeNCa ポートを使って支払いをすることびでをます。 

• 残高や利用履歴のチェック 

Edy や交通機関のに柔車券の、残高照会や利用履歴をチェックすることびでをます。 

• Windows の□グオンや ホー ムぺージの□グイン 
Windows の□グオンや、ホームページの個人認証など、 ID やバスワードの代わりに FeNCa 対応 
カードを使用することびでをます。 

このパソコンで使用でをる FeHCa 巧麻力ードについては、なのホームページをご覧ください。 
ジャストシステムホームぺージ： http :// www . justsystem . co . jp / atlife / kazasu / card / 

巧 oint 住民基本台帳カードには対応していません 

FenCa ポートは、住民基本台帳力ード（住基力ード）には対応していません。 
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Fel に a ポートを使う 


Fel に a ポートをこのパソコンに接続していない場合は、このパソコンに Fel に a ポートを接続し 
てください。 

Q 『スタートガイド1設置編 J 
一 「 Fel に a ポートを接続する」 


I FeliCa 巧応力ードを、このパソコンに接続した FeliCa ポートに軽く 
タッチしまず。 

FeliCa 巧応力ードの場合は、力ードの中むを FeliCa ポートにある FeliCa プラットフォームマー 
クに合わせてください。 

Fel に a 対応携帯電話の場合は、携帯電話に刻印されている FeHCa プラットフォームマークを、 
FenCa ポートにある FeliCa プラットフォームマークに合わせてください。 
r かざしてナビ」を初めて表示させたとをには、 r 使用許諾契約書」び表示されます。内容を確認 
してください。 


I Fel に a 対応力ードの場合 

カードの中むを合わせます。 

FeliCa 力ードの中む 


IFeliCa 対応携帯電話の場合 

携帯電話の。マークを合わせます。 




r かざしてナビ」び表示されます。 

(5 >oint 「かざしてナビ」び表示されない場合 

-お使いになる Fel に a 対応力ードによっては、読み取りづらい場合びあ0ます。そのような場合は合わせる 
位置を少しずらし、再度反応をお確かめください。 

-0(スタート）一「すべてのプ□グラム」一 「 FeNCa ポート」一「かざしてナビ」一「かざしてナビ」の 
順にク U ックしても、「かざしてナビ」を表示させることびできます。 


み 


oint Fel に a プラット フオ ームマーク 


FeNCa プラットフ ォームマー クは、 Fel に a に対応した機器やサービスにおいて、フエ 
U カネットワークス株式会社び管理する共通領域を使ったプラットフォームに対応して 
いることを表します。 


用 


パソ n ン《取り扱い 
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2 「かざしてナビ」の中か5、ソフトウェアをクリックしまず。 


アイコンび薄く表示されているソフトウェアは、このパソコンでは使用でをません。ク1」ックす 
ると「ご利用の環境では、このアプ1」ケーシヨンはご使用になれません。」とい5メッセージび表 
おされます。あらかじめご了承ください。 

各ソフトウェアの詳しい使いちについては、各ソフトウェアのヘルプをご覧ください。 


かざしてナビへよラこそ 


かさしてナビは、お手持ちの FeliCa 巧ぶ力ード-ケータイに巧巧したアブリケーンヨンを田 B したり、 
その力ードの情雜*チェックしたりで S るツールです， 



《仁びごし Z ブ t JUCT . 


(画面は機種や状況により異なります） 

r かざしてナビ」の画面の色は、使用する時間帯によって異なります。「かざしてナビ」について 
は、次のマニュアルちあわせてご覧ください。 

「かざしてナビ」について 

巧！『画面で見るマニュアル』》「2]日68日」で検索 
一「かざしてナビ」 
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「わ^ざしてナビ」のポーリング動作について 


Fel に a 巧麻力ードび FeliCa ポートに軽くタッチされたことを監視する動作のことを「ポ ー U ン 
グ」といいます。「ポーリング」びオンになっていないと、 Fel に a ポートに Fel に a 巧応力ードを 
軽くタッチしてち「かざしてナビ」び表示されません。ご購入時の状態では、パソコン起動時の 
ポー U ングはオンになっています。ポー U ング動作を変更する場合は、なの手順で設定を変更し 
て < ださい。 


I ® (スタート）一「ずべてのプ□グラム」一 「 FeHCa ポート」一 
■ 「かざしてナビ」一「かざしてナビ」の順にクリックしまず。 

r かざしてナビ」び起動します。 

2 「かざしてナビ」の画面ち上にある「メニュー」をクリックし、表示さ 
れたメニューか5「オプション」をクリックしまず。 



かざしてナビへよラこそ 


かさしてナビは、お手#ちの FeliCa 巧巧力ード•ケータ- 
その力ードの tins をチェックしたりできるツ ー J レです， 


旅 。げしけ e 


JUST. 


み NFRV 


力ぜしてナビの ホー ムぺ ージ ( w ) 
力ぜしてナビで力ぞせるちの ( C ) 


巫 COCA , 


か iTaPa 


PAS の 0 


(これ降の画面は機種や状況により異なります） 


「オプション」ウインドウび表示されます。 











3 起動時のポーリング設定をオンにずる場合は、 r 起動時のポーリング設 
定」にある「オン」の〇をクリックして@にしてください。 



4 roKj をクリックしまず。 
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カードホルダーを使ラ 


添付のカードホルダーを使5と、 FeHCa 対応カードを Fel に a ポートに固定することびでをます。 
なお、 Fel に a 巧応力ードのあ状によっては、このパソコンに添付されている力ードホルダーでは 
固定でをない場合びあ D ます。 


1 FeliCa ポートに力ードホルダーをセツトしまず。 



ム FeHCa 巧応力ードは、力ードホルダーに挟みこむようにセツトしまず。 



カードの利用び終了したら、カードをカードホルダーから取りかしてください。 


33使いになるラえでのご注意 


•本機を分解、改造した D 、 お式ま号を消すと、法律によ D 罰せられる事びあ D ます。 

• 周囲で複数の FeliCa ポートをご使用の場合、1 m (上間隔をあけてお使いください。 
•近<に同一周波数帯を使用中の他の無線機びないことを確認してからお使い<ださい。 






故障かな？と思った 5 


Fel に a 巧庇力ードをうまく読み取れないときは、自己診断機能を使って、 Fel に a ポートび正常 
に動作しているか確認することびできます。 


1 画面ち下の通知領域にあるぶ(かざしてナビ）のアイコンをちクリック 
し、表示されるメニューか5「終了」をクリックしまず。 

r かざしてナビ」び終了します。 

曾(スタート）一 r ずべてのプ□グラム」一 「FeHCa ポート」一 「FeHCa 
ムポート自己診断」をクリックしまず。 

自己診断ツールび起動します。 

3 画面に表示された内容を確認し、 FeliCa 巧応力ードを FeliCa プラッ 
トフォームマー クの上に置いて、「次へ」をクリックしまず。 

該断び開始されます。しばら<すると、診断結果び表示されます。 


0 『サポート&サービスのご案内』をご覧にな D 、 「富±通パーソナル製品に関するお問合せ窓□」 
またはさソフトウェアのお問い合わせ窓□にお問い合わせください。 
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周 S 機器をお使いになる場合 . 己2 

本体カバーを取り外す/取り付ける . 己目 

メモリの増設/交換 . 61 


巧5章 

周辺機器の設置/設定/増設 


周辺機器の使用上のま意やメモリの増やしちなどを説明していまず。目的に合わせ 
てお読み < ださい。 


12 3 
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回囚回国因圍 

周辺機器をお使いになる場合 


ここでは、><モリなどの周辺機器をお使いになる場合に知っておいていただきたい 
ことについて説明します。 

A 言口- 

A -周辺機器の取り付けや取り外しを行ラとをは、パソコン本体および接続されている機器の電 
^ 源を切り、電源プラグをコンセントから抜いた媛に行ってください。 

この手順を守らずに作業を行ラと、感電-火災または故障の原因となります。 

0 - 周辺機器のケーブルは、このマニュアルをよく読み、正し<接続してください。 

誤った接続状態でお使いになると、感電•火災の原因となります。また、パソコン本体およ 
び周辺機器が故障する原因となります。 


周辺機器とは？ 


メモ1」、プリンタ、デジタルカメラなどの装置のことです。パソコン本体内部に取り付けたり、 
パソコンの各コネクタに接続したりします。 

周辺機器をノ f ソコン本体内部に取り付ける場合は、ノ f ソコン本体カノ（一を取り外す必要びありま 
す。パソコン本体カバーの取りかしちと取 D 付けちについては、 r 本体カバーを取り外す/取り付 
ける」 (•> P .56) をご覽ください。また、画面で見るマニュアルでも紹かしています。 

6 な剖 ホ体力け‘-の取り外しちや取り付け巧こついて 

を） 『画面で見るマニュアル』》 「000670」 で検索 
-「本体カバーを取りかす/取り付ける」 


周辺機器を取り付けると 


メモリを取り付けてノ':ソコンの処理能力を上げた D 、プ U ンタを接続して印刷したりなど、パソ 
コンででさることびさらに広びります。 

また、デジタルカメラで撮影した画像をパソコンに取り込んで 、 E メールに添付したりでをます。 
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周辺機器を取り付けるには 


本マニュアル内では、「メモ1」の増設/交換」 （•> P .61)、 「メモ U - 力ードを使5」 (•> P .33) 
などを記載しています。その他の周辺機器の取 D 付けについては、画面で見るマニュアルでち紹 
介しています。 

お使いになる周辺機器のマニュアルとあわせてご覽ください。 

QMiH 周辺機器口ぃて 

を『画面で見るマニュアル』 

一「巳.バソコン本体の取り扱い」または「6.周辺機器の接続」 


r 画面で見るマニュアル J で調べる 


1 表示される画面の中か5取り付けたい周辺機器をクリックしまず。 


例えば、プ U ンタを接続する場合は、「日.周辺機器の接続」一「プ U ンタを接続する」をク U ッ 
クします。 



(画面は機種や状況により異な D ます) 


( J>oint 手順を動画で見ることびでさまず 

手順の中に「動画を見る」といラボタンびあるとをは、ボタンをクリックすると、インターネットに接続して 
手順の動画をご覧いただけまず。このと走、 FMV ユーヴー登録で発行された「ユーヴー登録番号」と「パス 
ワード」び必要です。ユーヴー登録については、 n 『サポート&サービスのご案內』をご覧くださし、。 


琶靈 G 謹/靈\増設 
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周辺機器の取り扱い上の注意 



周辺機器を取り付けるとをは、なのことに注意して<ださい。 

-间辺煤おは、鮮社純正品をお使いいただくことをお勧めしまず 

純正品び用意されている周辺機器については、純正品政外を取り付けて、正常に動かなかったり、パ 
ソコンが故障してち、保証の対象外となります。 

純正品び用意されていない周辺機器については、このパソコンに対応しているかどうかをお使いの周 
辺機器メーカーにご確認ください。 

• 周辺機器に添付のドライバがお使いの Windows にが応しているかお認して<ださい 

お使いになる周辺機器のドライバびお使いの Windows に対応していないと、その周辺機器はお使い 
になれません。必ずお使いの Windows に対応したものをご用意ください。 

• ドライパなどがフ□ッピーディスクで添付をれている場合 

周辺機器によっては、添付のドライバなどびフ□ッピーディスクで提供されているものびあります。 
その場合は、オプションのフ□ッピーディスクドライブ 「 FDD ユニット ( USB ) ( FMFD - 已 IS ま 
たは FMF □-已 1 SZ )」 をご購入になり、ドライバをインストールしてください。 

•ACPI [王ーシーピーアイ]に細あした周辺機器をお使いください 

このパソコンは 、 ACPI (省電力に関する電源制御規格の1つ）によって電源制御を行っていますの 
で、周辺機器ち AC 円に対応している必要があります。 

ACPI に対応していない周辺機器をお使いの場含は、増設した機器やパソコンび正常に動作しなくな 
ることびあります。周辺機器び ACPI に対応しているかどうかは、周辺機器メーカーにお問い含わせ 
<ださい。 

また、このパソコンの ACPI モードは、スリーブ (ACPI S 3) に設定されています。 

•— 度に巧〇付ける周辺機おは1つだけにして < ださい 

一度に複数の周辺機器を取り付けると、ドライバのインストールなどび正常に行われないおそれびあ 
ります。1つの周辺機器の取り付けび終了して、動作確認を行ってから、別の周辺機器を取り付けて 
<ださい。 

• マイク端子/へッドホン端子/ラインイン端子/ラインアウト端子への接続について 

なのような場合には、あらかじが音量を最小にしておいてください。また、ヘッドホンは使用しない 
で<ださい。雑音が発生する場合があります。 

■パソコン本体の電源を入れるとさ、切るとを 

-マイク端モ、へッドホン端子、ラインイン端モ、およびラインアウト端子にケーブルを接続するとさ 

-周辺機器の電源について 

周辺機器の電源はパソコン本体の電源を入れる前に入れるちのが一般的ですが、パソコン本体より後 
に電源を入れるものちあります。周辺機器のマニュアルをご覧ください。 

-パソコン本巧前面に周辺機器を取り付ける場を、フラップは開いたが態でお使いください 

PC 力ードや ><モ11-力ードなどをセットしたり 、 IEEE [アイト U プルイー]1394 ( DV ) ケーブ 
ル 、 USB [ユーエスビー]ケーブルを接続した状態で無理に閉がよラとすると、 PC カード取り出し 
ボタンや><モリーカード、周辺機器のケーブル、フラップが破損するおそれがあります。 
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パソコン本化内部に取り付ける場合のを意 

•パソコンおよび接続されている機器の電源を切ってくだをい 

パソコンの電源を切った状態でち、パソコン本体内部には電流び流れています。安全のため、マニュ 
アル内に電源プラグを抜くように指示びある場含は、必ず電源プラグをコンセントから巧いてくださ 
し、。パソコン本体の電源の切り方については、「電源を切る」 (•> P .18) をご覧ください。 

• 電源を切った直をは作業をしないで<だをい 

電源を切った直後は、パソコン本体内部の装置び熱くなっています。電源を切り、電源プラグをコン 
セントから巧いた後10分ほど待ってから作業を始めてください。 

•フレキシブルべース（設置台）を取0かしたをは、柔6かい巧の上などで作業して<だをい 

固い物の上に直接置いて作業すると、パソコン本体に傷が付<おそれびあります。 

• 内部のケーブル類や装置の巧いにを意して<ださい 

傷を付けたり、加工したりしないでください。また、ねじったり、極端に曲げたりしないでください。 

•静電気にを意してください 

内蔵周辺機器は、基板や電子部品びむ去だしになっています。これらは、人体に発生する静電気に 
よって損傷を受ける場含びあります。取り扱ラ前に、一度大さな金属質のちのに手を触れるなどして 
静電気を放電してください。 

• 基坂表面やはんだ付けの部分、コネクタ部分には手を触れないでくだをい 

金具の部分や、基板のふちを持つよラにしてください。 

• ドライバーを用意してください 

パソコン本体の本体カバー、ス□ットカバーや金具などの取り外しには、プラスのドライバーび必要 
です。 

ネジ頭のサイズに合った2番のドライバーをお使いください。他のドライバーを使ラと、ネジ頭を 
つぶすおそれびあ0ます。 
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固回回国因国圓 

本体カノ く一を取り外す/取り付 
ける 


ここでは、><モリなどパソコン内部に周辺機器を取り付ける場合に必要な本体力 
バーの取り外し方と取り付け方について説明します。 

As 警告 

A •本体カバーを開ける場合は、パソコン本体および接続されている機器の電源を切り、電源プ 
ラグをコンセントから巧いた媛、しばらく経ってから本体カバーを開けてください。 

落雷び起さた場合に感電の原因となります。 

〇 •取り外したカバー、キャップ、ネジ、電池などの部品は、ルさなお子様の手の届かないとこ 
ろに置いてください。 

誤って飲み込むと窒息の原因となります。万一、飲み込んだ場合は、すぐに医師に相談して 
<ださい。 

0 - 本体カバーおよび可動部を開ける場合は、お子様の手び届かない場所で行ってください。 
また、作業び終わるまでは大人が機器から離れないよラにしてください。 

お子様が手を触れると、本体および本体内部の突起物でけびをしたり、故障の原因となりま 
す。 


A 注意 

0 •本体カバーの取り付け、取り外しを行ラ隙は、指定された場所故外のネジは外さないでくだ 
さい。 

指定された場所！;!がのネジを外すと、けがをするおそれびあります。また、故障の原因とな 
ることびあります。 

® - 基板表面上の突起物には手を触れないで<ださい。 

けがをするおそれがあります。また、故障の原因となることびあります。 


[ k 胃周辺機器の取り付け手順を印刷しておいてください 

操作の途中で電源を切る必要のある周辺機器については、「画面で見るマニュアル」の該当ページの 
先頭に「このページは印刷しておくと便利です」と記載されています。操作を始める前に、「画面で 
見るマニュアル」の該当ぺージをプ U ンタで印刷してご覧ください。 

メモ U については、「メモ U の増設/交換」 (•> P .61) をご覧ください。 


(5 >oint 本体カバーを取り外ず/取り付けるときの注意 

-本体カバーを取0がすとさまたは取0付けるとさは、 PC カード取0出しボタンび飛び出していないか確認 
して < ださい。 

-周适機器を取り付けるとをは、フレキシブルべース（設置台）を取0がした後、柔5かい巧の上などで作業 
してください。固い物の上に直接置いて作業すると、パソコン本体に傷び付くおそれびあります。 

( J>oint 本体カバーの取り外し手順/取り付け手順を動画で見ることびできまず 

サポートぺージ （ http :// azby . fmw 日 rid . net / suppo け/)で、本体カバーの取り外し手順/取り付け手順の動 
画びご覧になれます。 
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つが 

(これ政降のイラストは機種や状況により異なりまず) 


電源を切った直後は、パソコン本体内部の装置が熱<なっています。電源を切り、電源プラクを 
コンセントから抜いた後1日分ほど待ってください。 

j パソコン本体に接続されている機器をずべて取りタルまず。 


4 フレキシブルべース（設置台）をパソコン本体か5取りタル、横置きに 
しまず。 


5 パソコン本体背面のネジ（吕ヶ所）をプラスのドライバーで回してがし 
まず。 


本体 カバーを 取り外す 




I パソコン本体と接続されている周辺機器の電源を切りまず。 

パソコン本体の電源の切りちについては、「電源を切る」 （•> P .18) をご覽ください。 


2 


電源プラグをコンセントか5巧きまず。 




が 
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本体カバーを矢印のち向に取りがしまず。 


パソコン本体前面に向けてスライドさせた後、まっすぐ上に持ち上げてください。 
お使いの機種により、本体カバーの取り外しび硬く感じる場合びあります。 



線に合わせます。 


周辺機器の取り付けちは、お使いになる周辺機器によって異なります。本体カバーを取りかした 
後の周辺機器の取り付けちについては、「画面で見るマニュアル」から印刷しておいた周辺機器の 
取 D 付け手順をご覽 < ださい。 


广〇 rcVi 画面で見る 

30 マニュアル 


01 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 
















(これ於降のイラストは機種や状況により異なります） 


m 本体カバーを取り付けるときのご注意 


本体カバーをスライドさせる隙、パソコン本体と本体カバーの間に指を挟まないよラにミち意してくだ 
さい。けがをするおそれびあ0ます。 


本体カバーを取り付ける 


1 本体カバーを矢印のち向に取り付けまず。 


本体カバーをまっすぐに下ろし、パソコン本体背面に向けてつをあたるまでスライドさせ、最後 
までしっかりと押し込んでください。 
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3 フレキシブルべース（設置台）を取り付けまず。 

4パソコン本体に接続されていた機器をずべて取り付けまず。 


5 パソコン本体および接続されている機器の電源プラグを、コンセントに 
差し込みまず。 

デ'ィスプレイの電源プラグは、パソコン本体のアウトレットに接続してください。 

み oint フレキシブルベース（設置台）や機器の接続について 

フレキシブルベース（設置台）の取り付けや各機器の取り付けについては、次のマニュアルをご覧ください。 

n 『スタートガイド1設置編』 


2 パソコン本体背面のネジ （2 ヶ所）をプラスのドライバーで回して取り 
付けまず。 



V 


/ r \ rfVi 画面でちる 

oU にュァル 


01 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 
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^ 固囚圆国因圓 

メモ u の増設/交換 


メモリ容量を増やすことによって、パソコンの処理能力などを上げることびでさま 
す。ここでは、メモ U 容量を増やすち法について説明します。 

機種によっては、ご購入時に最大容量のメモ U び搭載されている場合びあります。 
この場合、メモ U 容量を増やすことはでさません。詳しくは、「メモ U の組み合わせ 
表」 （•♦ P . 日 2) の表を確認してください。 


メモリの取り付け場所 


メモリは、パソコン本体内部のメモ U スロットに取り付けます。 



必要なちのを用意する 


田メモリ（拡張 RAM [ラム]モジュール） 

FMVDM 1 GMD 2 (1 GB )、 FMVDM 2 GMD 2 (2 GB ) のメモ U び取り付けられます。 

田プラスのドライバー（ドライバーサイズ： 2番） 

このパソコンのネジを取りかすとをに使います。ネジ頭のサイズに合った2まのドライバーをお 
使いください。他のドライバーを使5と、ネジ頭をつぶすおそれびあります。 
















メモリの組み合わせ表 


次の表！;(外の組み合わせにすると、パソコンが正常に動作しない場含があ0ます。 
• CE/C90N, CE/C 己 ON で 4GB のメモ U を選択した方 


総容量 

メモ U ス□ット1 

メモ U ス□ット2 

4GB (ご購入時/最大） 

2GB 

2GB 


• CE/C90N, CE/C 己 ON で 3GB のメモ U を選択した方 


総容量 

><モ11ス□ット1 

><モ11ス□ット2 

3GB (ご購入時） 

2GB 

1GB 

4GB (最大） 

2GB 

2G 目蛙〕 


ミま：あらかじめ取り付けられている六モ U を交換します。 

• CE/C 目 0, CE/C50 をおイまし、のち、 CE/C90N, CE/C 己 ON で 2GB のメモ U を選択した方 


総容量 

><モ11ス□ット1 

><モ11ス□ット2 

2GB (ご購入時） 

2GB 

- 

3GB 

2GB 

1GB 

4GB (最大） 

2GB 

2GB 
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A 警告 


か - ><モリの取り付けまたは交換を行ラとさは、パソコン本体および接続されている機器の電源 
^ を切り、電源プラグをコンセントから抜いた後に行ってください。 

この手順を守らずに作業を巧ラと、感電-火災または故障の原因となります。 


A ミ主意 


0 - メモ1」の取り付けまたは交換を行ラとさは、指定された場所しソかのネジはがさないでくださ 
しん 

指定された場所!;!がのネジを外すと、けびをするおそれびあります。また、故障の原因とな 
ることびあ0ます。 

® - 基板表面上の突起物には手を触れないでください。 

けびをするおそれびあります。また、故障の原因となることびあります。 

0 - 取りがしたメモ U はルさいおモ様の手の届かないところに置いてください。 

お子様び手を触れたり、□に入れると、けびをするおそれびあります。また、故障の原因と 
なることびあります。 


メモリを取り付けるとをのを意 


•メモ U を取り付けるとをは、メモ1」の差し込みち向をお確かめのラえ、確実に差し込んでくだ 
さい。誤ってメモ1」を逆ち向に差したり、差し込みび不完全だったりすると、故障の原因とな 
ることびあります。 

•メモリは、静電気に巧して非常に弱い部品で構成されており、人体にたまった静電気により破 
壊される場合びあります。メモ1」を取り扱ラ前に、一度金属質のちのに手を触れて、静電気を 
放電してください。 

• メモ1」は何度も抜を差ししないでください。故障の原因となることびあります。 

• メモ1」の表面の端子やに部分に触れて押さないでください。また、メモ1」に強い力をかけない 
よラにしてください。 

• メモ1」びラまく取り付けられないとをは、無理にメモ U を取り付けず、いったんメモ1」を抜い 
てから再度メモ1」を取り付け直してください。 

•メモ U は下図のように両手でふちを持ってください。金色の線び入っている部分（端テ）には、 
絶対に手を触れないで<ださい。 


この部分には手を肖ちれないでください。 



• メモ1」を取り付けるとをは、フレキシブルベース（設置台）と本体カバーを取り外した後、柔 
らかい巧の上などで作業してください。固い物の上に直接置いて作業すると、パソコン本体に 
傷び付くおそれびあります。 








メモリを増やす 


ここでは、メモ1」を増やす方法を説明します。 

r メモ1」を取り付けるとさのま意」 （•> p . 己 3) をご覧になり、作業を進めてください。 

C 5 >oint メモリを取り付ける手順を動画で見ることびでさます 

サポートぺージ （ http :// azby . fmworlcl . net/sijpp 日け /) で、メモリの取り付け手順の動画びご覧になれます。 

1 r 本体カバーを取りがず」 (-►P.57) をご覧になり、本体カバーを取り 
がしまず。 


ムメモリの取り付け場所とメモリ容量の組み合わせを確認しまず。 

メモ U の取り付け場所については、「メモ1」の取り付け場所」 （•> P . 己 1) をご覧ください。 

メモ1」の容量と組み合わせについては、「メモ1」の組み合わせ表」 (•> P .62) をご覧ください。 


お5かじめ取日付け5れているメモリを巧しいメモリに空巧する場さは手順3へ、メモリを追加 
ずる場合は手順5へ進んでください。 

J メモリス □ッ トの両側のレバーをが側に開きまず。 



(これ！;^降のイラストは機種や状況により異なります） 
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4 周囲の部品に当たらないようにま意しながら、メモリを上に引き巧きま 



新しいメモリをメモリス□ットに差し込みまず。 

5 手順3でメモリを取りがした場合は、メモリス□ット1、メモリス□ッ 
卜吕の順に差し込みまず。 _ 

端テに切 D 込みび入っている部分から端までの距離び長いほうをパソコン本体前面側に向けて、 
周囲の部品に当たらないよラにま意しなびら、メモ1」スロットの上からまっすぐ下に差し込んで 
<ださい。 



メモ1」びメモ1」ス □ッ トに差し込まれると、 スロッ ト両側のレバーび自動的に閉じて、メモ1」び 
□ックされます。 

必ず、メモ1」びロックされたことを確認してください。 

6 体体カバーを取り付ける」 （"►P. 已 9) をご覧になり、本体カバーを取 
り付けまず。 


続いて、メモ U び正しく取り付けられたかメモ U 容量を確認しましよラ （"► P .66)。 


メモリ容量を確認する 


メモ1」を取り付けた後、増やしたメモ1」び使える状態になっているかを確認してください。 
必ず、本体カノ（一を取 D 付けてから確認作業を行ってください。 


1パソコン本体の電源を入れまず。 


「電源を入れる」己）をご覧ください。 

巧 oint Windows び正常に起動しない場合 

メモ IJ び正しく取り付けられていないと、バソコンの電源を入れたとさ画面に何ち表示されない場合びあ日ま 
す。 

その場合は、バソコン本体の電源ボタンを4秒な上巧し続けてパソコンの電源を切り、電源プラグを巧いた 
を、メモ U を取0付け直してください。 


2 @(スタート）一「コント□-ルパネル」一「システムとメンテナン 
ス」一「システム」の順にクリックしまず。 


3 丸で囲んだ部分の数値び、増やしたメモリの分だけ増えているかを確認 
しまず。 
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Copyright © 2007 Microsoft Corporation. All rights reserved. 

Service Pack 1 

Windows Vista をアツプヴレードするに） 



ヴボート盾ま 


コンピュータる.ドメインおよびワークグルーブの設至 

コンピュータ名； XXXXXXXX t 巧至とをまに） 

フルコンビュータち； XXXXXXXX 

コンビュータの說巧； 

つークグループ： XXXXXXXXXXXX 

Windows ライ它ンス西証 



(画面は機種や状況により異なります） 


メモ U 容量 


4 @をクリックしまず。 
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メモ u 容量の数値が増えていなかった場合は、次のことを確認して<ださい。 


• メモ U を正しく組み合わせているか 
「><モ U の組み合わせ表」(- > P .62) 


• 増やした ><モ U げこの} ':ソコンで使える種類のちのか 
「必要なちのを用意する」(- > P .61) 

• メモ U がメモ U ス□ットにさちんと差し込まれているか 
「><モ U を増やす」 (•> P .64) 

• 正しいス□ットに取り付けられているか 
「><モ U の取り付け場所」(- > P .61) 



周辺機器の設置/設定/増設 
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Memo 
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お手入れ 


パソコン本体の曰ごろのお手入れ方法について説明しています。 


1 FMV のお手入れ 


70 






邀化 
言口 

-お手入れをする場含は、パソコン本体および接続されている機器の電源を切り、電源プラグ 
をコンセントから抜いた後に行ってください。 

この手順を守らずに作業を行ラと、感電-乂災または故障の原因となります。 

•清掃の隙、清掃用スプレー（可燃性物質を含むちの）を使用しないでください。 

故障-火災の原因となります。 


ノ くソコン本体および添付品のお手入れ 


[ bQ 次のちのは使わないでください 

シンナーやベンジンなどの揮発性の強いわのや、化学ぞラさん、清掃巧スプレー（可燃性物質を含む 
ちの）は絶対に使わないでくださし、。 

アルコール成分を含んだ市販のク1」ーナーは使わないでください。 

フレキシブルベース（設置台）やパソコン本体の通風孔、およびパソコン本体内部にほこりびた 
まらないよラに、定期的に清掃してください。 

ノてソコン本体の通風孔やノ f ソコン本体内部は、掃除機を使ってほこりを吸い取ってください。 
パソコン本体やディスプレイ（ディスプレイび添付されている機種)、マウス、キーボードなどの 
ミちれは、乾いた柔らかい巧で軽く拭を取ってください。 

巧れびひどいとさは、水または中性洗剤を含ませた巧を固く絞って、拭を取ってください。中性 
洗剤を使ってないた場合は、水に浸した巧を固<絞って、中性洗剤を巧を取って<ださい。また 
拭き取るときは、パソコン本体やディスプレイ（ディスプレイび添付されている機種）、マウス、 
キーボードに水び入らないよラ充分注意してください。 

キーボードのキーとキーの間のほこ D などを取る場合は、ゴ5を吹を飛ばすのではなく、筆のよ 
ラな先の柔らかいちのを使って35を取ってください。ゴ5を吹を飛ばすと、キーボード内部に 
ゴ=び入 D 、 故障の原因となる場合びあ D ます。また、掃除機などを使って、キーを強い力で引つ 
張らないでください。 


FMV のお手入れ 

ここでは、 FMV を快適にお使いいただくための、曰ごろのお手入れについて説明 
します。 


A 處 0 


"70 rcVi 画面でちる 

/U にュァル 


01 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 


イタ晶ディスプレイのお手入れ 


液晶ディスプレイび添付されている機種のみ 

• 液晶ディスプレイのちれは、ガーゼなどの乾いた柔らかい巧で置 < H を取ってください。 

• 液晶ディスプレイの画面部分は、水および中性洗剤を使わないで<ださい。 

• 化学ぞラさんや市販ク U —ナーはしツ下の成分を含んだちのびあり、画面の表面コーティングや 
カバーを傷つける場合びありますので、ご使用を避けてください。 

-アルカ1」性成分を含んだちの 
-界面活性剤を含んだちの 
-アルコール成分を含んだちの 
-シンナーやベンジンなどの揮発性の強いちの 
-研磨剤を含んだちの 


詳しくは、なのマニュアルをご覧ください。 

〇昼^液晶ディスプレイのお手人れについて 

を『画面で見るマニュアル』》「000500」で検索 
一「液晶ディスプレイ」 


Cd / dvd ドライブのお手入れ 


市販のク U - ニングディスクやレンズク U - ナーを使5と、逆にコ‘5を集めてしまい、 CD/DVD 
ドライブのレンズび巧れてしまラ場合びあります。故障の原因になりますので絶対に使わないで 
<ださい。 

ラま<読み取れない場合には、ディスクの指紋、ほこりなどの巧れをなを取ることで改善される 
ことびあ0ます。 

拭を取りち法はディスクの種類により異な D ます。詳しくはディスクの説明書/レーベルなどを 
ご覧ください。 


ノ くソコン本体内部や通風孔のお手入れ 


ノてソコン本体の通風孔や内部にほこりびたまると、故障の原因となります。 

ほこりの堆積量は、お客様の環境によって異なります。なの清掃方法に化って、1ヶ月に1度程 
度掃除してください。 


化要なをのを用意する 

•掃除機 
•綿手袋 

•プラスのドライバー(ドライバーサイズ： 2ま） 

このバソコンのネジを取り外すとさに使います。ネジ頭のサイズに合った2まのドライバーをお使 
いください。他のドライバーを使うと、ネジ頭をつぶすおそれびあります。 


清掃方法 


田パソコン本体のお手入れをするとをのま意 

•充分に換気してください。 

清掃時には、ほこりなどを□や鼻から吸い込まないように、窓を開けたり、換気扇を回したりするな 
どして、充分に換気してください。 

.本体カバーや CPU [シーピーユー]ファンを取り外すとさは、指をはさまないよラに 
気をつけてください。また、 CPU 付近は高温になりますので、電源を切った後、10分 
し U 上経ってから作業をしてください。やけどをするおそれびあります。 

•パソコン本体内部の部品には触れないでください。 

故障の原因となりますので、 CPU ファンの沼根およびその他のバソコン本体内部の部品には極力手 
を触れないでください。 

また、掃除機の吸引□をバソコン本体内部の部品に当てないでください。 

• 洗剤は使用しないでください。 

•エアダスターなどの清掃用スプレー（可燃性物質を含むちの）を使用しないで<ださい。 

• 清掃時に破損した場合、イ呆証期間にかかわらず修理は有償となります。取り扱いについては、 
充分ごま意 < ださい。 

• 静電気を放電してください。 

バソコン本体内部は、静電気に巧して非常に弱い部品で構成されており、掃除機の吸引□や人体にた 
まった静電気によって破壊される場合びあります。 

バソコン本体内部のお手入れをする前に、一度金属質のちのに手を触れたり金属質のちのに掃除機の 
吸引□先端を触れさせたりして、静電気を放電してください。 


72 D 1 ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 


体体カバーを取り夕は」(- > P .57) をご覧になり、本体カバーを取り 
がしまず。 


ム CPU フアンの両側のレバー(吕ケ所）をがしまず。 

レバーを下に押してツメから外し、上に持ち上げます。 


レ パー 



3 CPU フアンのが枠のフレームを持って、 CPU フアンをヒートシンク 
か5取りがしまず。 _ 

CPU フアンを持つ際は、 CPU フアンの沼根に触れないよラにしてください。 


CPU フアンの巧根 



ぉ手入れ 
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4 取りがした CPU ファンを、ファイルラックの上に置きまず。 

CPU ファンのケースレび抜けないようにま意してください。強く引っ張るとケースレび抜けてし 
まいます。 



^ 掃除機でヒートシンク上のほこりを直接吸い取りまず。 


ヒートシンクに掃除機の吸弓 I □を強くぶつけたり、綿棒や m 楊枝を使ってほこりを取ったりしな 
いでください。ヒートシンクび変あする可能性びあります。 
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続いて、電源ユニットやヒートシンク周辺のほこりを掃除機で吸い取ります。 



周辺の電気部品に輔れないでください 


故障の原因とな0ますので、ヒートシンク周辺の電気部品には軸れないよ5にごミち意ください。 


〇 CPU フアンを、ヒートシンクの上に置きまず。 _ 

ラベルがない面を表側に向け、ヒートシンクのツメ （2 ヶ所）に CPU フアンのフレームを差し込 
んでから下に降ろしてください。 

なお、 CPU フアンを降ろす際にケーブルをはさんでいないことを確認してください。 





7 CPU フアンの両側のレバーを下に倒し、 CPU フアンを固定しまず。 

レバーで CPU フアンをしっかりと押さえてから、レバーをツ><に掛けます。 



& CPU フアンのケーブルコネクタびがれていないことを確認しまず。 


少しでも外れている場合は、「ケーブルコネクタびかれている場合」 （"► P .78) をご覧にな D 、 
しっかり取り付けてください。 
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奥までしっかりと挿入されているコネクタび半抜けになっている 

9 r 本体カバーを取り付ける」（ホ Pi 已 9) をご覧になり、本体カバーを取 
り付けまず。 


in パソコン本体の電源を入れ、 Windows が起動ずることを確認して 
lU ください。 

「電源を入れる」 （"► P . l 目）をご覧ください。 

0 〇 1 が Windows び起動せずにメッセージび表示されたり、パソコン本体か5異常な音 
び発生したりしたときは 

CPU フアンのケープルコネクタびがれていた0半巧けになっていると、パソコンの電源を入れたとをに、画 
面にメッセージび表示されることびあります。また、 CPU フアンびしっかりと固定されていない場合は、パ 
ソコ ン本体か5異常な音び発生することびあります。 

このよラな場合は、パソコン本体の電源ボタンを4秒上巧し続けてパソコンの電源を切り、本体カバーを 
取りがしてください。その後、 CPU フアンやケーブルコネクタびしっかりと固定されていることを確認して 
<ださい。 

それでむメッセージび表示されたり、異常な音び発生し続けた0する場をは、「富±通パーソナル製品に関す 
るお問合せ窓□」、またはご購入元にご連絡ください。 


ぉ手入れ 
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ケーブルコネクタびがれている場合 

ヒートシンクのお手入れをしている途中で CPU フアンのケーフルコネクタび少しでち外れてし 
まった場合は、しっかり取り付けてください。 


1 CPU フアンのケーブルコネクタの向きにま意して、まっすぐ奥まで 
挿入しまず。 



この後は、「パソコン本体内部や通風孔のお手入れ」 (•> P .72) の手順9へ進んでください。 
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r お手入れナビ j について 

このパソコンには、パソコン本体のお手入れ時期を通知するソフトウェア「お手入れナビ」びイ 
ンス I -ールされています。「お手入れナビ」は、定期的にパソコン本体のお手入れ時期を通知した 
り、パソコン本体内部や通風孔などにほこりびたまっている可能性びあるとをにお手入れ時期を 
通巧したりします。なお、このパソコンご購入時には、定期的な通巧び無効になっています。 

ここでは、なの内容について説明します。 

• 定期的なお手入れ時期の通知を有効にする方法 

•「お手入れナビ」び表示するメッセージと、メッセージび表示されたとをの対処ち法 

なお、ほこりの堆積量は、お使いの環境によって異なります。「パソコン本体内部や通風孔のお手 
入れ」 (•> P .72) をご覧になり、1ヶ月に1度程度掃除してください。 

田定期的なお手入れ時期の通知を有効にする 

パソコンの使用時間び2000時間 （1 曰8時間使用の場合に2已〇曰）を超えるごとに、「お手 
入れナビ」からお手入れ時期びをたことを通知する場合は、なの操作をしてください。 

1©(スタート）一「すべてのプ□グラム」一「お手入れナビ」一「お手入れ 
ナビの設定」の順にクリックします。 

「お手入れナビの設定」ウィンドウび表示されます。 

2 r 定期的なお手入れ時期をお知らせする」の©をクリックして•にし、 
「0 K 」 をクリックします。 


ィ，お手入れナビの設ち 




お手入れナビの設定 

勺 . All Rights Reserved, Copyright に） FUJITSU LIMITED 2007 -2008. 


ミおのなわ手入れ時おをおならせずるお能を利巧ずることによ0、パソ〕ンの巧き [5 や通風孔 
のお手入れ時期を自動的におがらせすることびできます。 

「ミ巧的なわ手入れ時期をおからせずる」を還巧ず扣、選巧した時点からパソ〕ンを約 
2000時間使用ずる度にパソ]ンの巧き阶巧風孔のお手入れ時おが来たことをかた-ジでお 
がらせします。 

重巧的なお手入れ時期をおがらせずる邮> 

© 定期のなお手入れ時期をおお]らだしない脚 


キホンたル 


(画面は機種や状況により異なります） 


ぉ手入れ 
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田「お手入れナビ」が表示するメッセージ 

•画面ち下にある通知領域にをび、表示された場合 
S は、定期的なお手入れ時期びをた場合に表示されます。 

1作業中のデータを保巧し、ソフトウェアを終了します。 

2画面ち下の通知領域にあるホをクリックします。 

3画面ち下の「大切なお知らせです。こちらをクリックして、詳細をお確か 
め<ださい。」をクリックします。 

「大切なお知らせ」ウィンドウび表示されます。 

4 r 今すぐお手入れを開始する」の©をクリックして♦にし、「次へ」をク 
リックします。 

「お手入れの手順」ウィンドウび表示されます。 

5画面のメッセージをよく読んでから、 r 今すぐ清掃をする」をクリックしま 
す。 

バソコン本体の電源び切れます。「バソコン本体内部や通風孔のお手入れ」 (•> P .72) をご覧に 
なり、バソコン本体のお手入れをしてください。 


• 警告メッセージび表おされた場合 

バソコン本体内部や通風孔にほこりびたまっている可能性びある場合や、バソコン本体内部のをま P 
ファンび正しく動作していない場合に、巧の警告メッセージび表示されます。 

■「バソコンの内部や通風孔にほこりび詰まっている可能性びあります。」 

-「バソコンの空を用ファンび正しく動作していません。」 

警告メッセージび表示された場合は、作業中のデータをなをし、ソフトウェアを終了してから、画面 
の指示に従って操作してください。 


80 ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 


パソコン本体の仕様 . 82 

その他の仕様 . 88 


次の表は各機種ごとの特徴を示しています。詳しい仕様については、次ページからの仕様一 
覧をご覧ください。 


製品名称 
〔□□名3 

ディスプレイ 

リモコン 

テレビ 

チューナー 

無線 LAN 

モデム 

グラフィック 

力ード 

CE/C90 

22型ワイド 

X 

X 

X 

X 

父 

CE/C90N 

22型ワイド/ 

19型ワイド/なし 

X 

X 

A 

X 

A 

CE/C 巳0 

22型ワイド 

X 

X 

X 

X 

X 

CE/C50N 

22型ワイド/ 

19型ワイド/なし 

X 

X 

A 

X 

A 


〇 :添付または搭載、 A :機能を選択した場合に添付または搭載、 X :非添付または非搭載 


5章 

仕様-覧 


パソコン本体の仕様を記載しています。 

製品名称（品&は、個包箱に貼り付け5れている保証書でご確認ください。 
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パソコン本体の仕様 


製品ち敬 

FMV-DESKPOWER 

CE/C90 

FMV-DESKPOWER 

CE/C50 

CPU 

インテル® Co「eTM2 Quad プ□セッサー 

Q 820曰 

インテル® CcireTM2 Duo プ□セッサー 

E 7300 

2.33GHz 

2.66GHz 

キャッシュ;><モリ 

2次： 4MB に PU 内蔵） 

2次： 3MB に PU 内蔵） 

チップセット 

インテル®白4巳 Express チップセット 

システム-バス 

1333MHz 106已 MHz 

メイン: >< モリ 

標準2白日 〔PC3-8 已〇〇デュア J レチャネ J レ対応 DDR3 SDRAM DIMM CL7) 

ECC なし最大 4 GB ま 1 

メモ1」ス□ット 

X 2 (空きス□ットX ]) 

表 

の 

機 

能 

グラフィック 
アクセラレータ 

インテル®グラフィックス-^ディア-アクセラレーター X4 已 OOHD 
(チップセットに内蔵） 

ビデオメモ U 

最大781 MB (メインメモ1」と共用）注2 

ディスプレイを4 

22型ワイド液晶（スピーカー巧蔵） 

觸像度/発色数 

最大1680 X1日已日ドット/最大 ] 677万色な5 

フ□ッピーディスク 
ドライプを6 

FDD ユニット （USB) 側売） 

A —ドディスク 
ドライブを7 

己0 0G 巨（シ IJ ア J レ ATA/30 曰）を8 

CD/DVD ドライブ 

スーパーマルチドライブ注9 

才 

イ 

才 

機 

能 

オーディオコント□一 

チップセット内蔵+ Hi 呂 h Definition Audio 〕ーデック 

PCM 録音再生機能 

サンプ U ング周波数最大] 92kHz、 24ビットステレオ（再生時）を… 
サンプリング周波数最大9已 kHz、 1目ビットステレオ（録音時）ま10 
同時録宣再生対応 

MIDI 再生機能 

0S 標準機能にてサポート 

通 

信 

機 

能 

LAN 

1000巨 ASE-T/1 00巨 ASE-TX/] 〇巨冉 SE-T 準拠^ 11 

イ 

ン 

夕 

フ 

卫 

ス 

PC 力ード 

PC Card Standard 準拠 Type I / nx 1ス□ット （Card 巨 us 対応） 

SD メモ11ーカード/；>< 
モ IJ ースティック;王1己 

X ] ス□ット 

ディスプレイ 

DVI-D24 ピン、アナ□グ R 白巨ミニ D-SU 巨1己ピン 

キーボード 

PS /2 準拠 Mini-DIN 6ピン X ] (キーボード用） 

USB を1曰 

USB2.0 準拠X 6 (前面X 2、背面X 4) 

IEEE 1394 (DV) 

4ピンX1 CS4 曰 0) 

LAN 

RJ-4 已 X 1 

オーディオ 

マイク：¢3.已 mm ステレオ•ミニジャック（入力：1日 OmV じ(下、 

入カインピーダンス (AC)Ikn 切上 （DC) 2kQ じ Lb ) ま] 7 、 

ヘッドホン：の3.已 mm ステレオ•ミニジャック（出力： ImWiiLh 、 

負荷インピーダンス320)、 

光デジタルオーディオ出力：角形光プラグ、 

ラインイン：か3万 mm ステレオ • ミニジャック（入力： 2Vm 下、 

入カインピーダンス1 OkQ じ(上）迂17 、 

ラインアウト：¢3.已 mm ステレオ.ミニジャック（出力： IVLU 上、 

負荷インピーダンス] OkQ 1U±) 

拡張ス□ット数[空を]:サイズ 

PCI Express xl 白 X 1 [1] / [0] :最大長] 7 扫 mm 

電源/周波数 

冉 CIOOV 已0/巨日 Hz (入力波おは正弦波のみサポート） 


パソコンの仕様は、改善のために予告な<変更することびあります。あらかじめご了承ください。 
を記については、「仕様一覧の注記について」 （•> P .86) をご覧ください。 


82 I 0 ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 




































製品ち茄 

FMV-DESKPOWER 

CE/C90 

FMV-DESKPOWER 

CE/C50 

消 

費 

電 

力 

a 18 

電源 OFF 時を 1 吕 

1 2W 政下 1 

動作時 

通常約已 3W ま 2 日、 

最大 242W を20、 

ス U —プ時約 3 W ま20 
ディスプレイ消費電力：最大 4 己 W 

通常約 52 W ま20、 

最大 23 巳 W ま 20 、 

ス U- プ時約 3 W ま2日 
ディスプレイ消費電力：最大 4 已 W 

省エネ法に基づ<エネルギー 
消費効率 3 21 

j 区分 0.00038 (AAA ) ミち 

j 区分 0.0006 己 (AAA) ミち 22 

外形寸法（幅 X 契行 X 高さ） 
(突起部含まず） 

縦置を時：フレキシブルベース TM (設置台）を含まない場合： 8 日 X 368 X 

340 mm 、 フレキシブルべース tm ( 設置台）を含む場合： ] 90 x 368 x 365mm 
横置を時：フレキシブルベース TM (設置台）を含まない場合： 340 X 368 X 
89mm 、 フレキシブルべース TM (設置台）を含む場合: 441 x 368 x 1 14mm 

質量 

約 7.5 kg 

盗難防止巧□ック取り付け巧 

あ0 

温湿度条件 

温度] 〇〜 3 已む/湿度 20 〜 80%RH (動作時)、 

温度- 1 曰〜巨 0 む/湿度 20 〜 90%RH (非動作時） 

(ただし、動作時、非動作時とち結露しないこと） 

プレインス 1 ル 03 ま 93 

Windows Vista Home Premium 正規版に irectX 10 対応） 

サポート 03 ミち吕 3 

Windows Vista Ultimate 正規版、 Windows Vista Home Premium 正規版 


パソコンの仕様は、改善のために予告な<変更することびあります。あらかじめご了承<ださし、。 
ミち記については、「仕様一覧の注記について」 （••► P .86) をご覧ください。 



製品ち疏 

FMV-DESKPOWER 

CE/C90N 

FMV-DESKPOWER 

CE/C50N 

CPU 

インテル® Co 「 eTM 2 Quad プ□セッサー 
08200 

インテル®巳 ore ™ 2 Duo フ□セッヴー 

E 7300 

2.33 GHz 

2.66 GHz 

キャッシュ:><モリ 

2な： 4 MB に PU 内蔵） 

2次： 3 MB に PU 内蔵） 

チップセット 

インテル®白4巳 Express チップセット 

システム-バス 

1333 MHz 1066 MHz 

メイン;><モ|」女 

標準 2 G 巨/3白巨/4日己 

( PC 3-8 己曰曰デュア J レチヤネ J レ対応 DDR 3 SDRAM DIMM CL 7) 

ECC なし最大 4 GB を 1 

メモ U ス□ット 

X 2 (空をスロット X 1 ) /X 2 (空をスロットなし） 

表 

示 

機 

能 

グラフィック 
アクセラレータ ★ 

標準：インテル®グラフィックス-メディア-アクセラレーター X 4 已 00 HD 
(チップセットに巧蔵）/ 

グラフィックカード（追加 ）： ATI Radeon ™ HD 2400 PRO 

ビデオ六モ|」女 

標準：最大 781 MB (メイン六モ U 2 G 巨搭載時）/ 

最大]2日 3 MB (六インメモ U 3日日じ(上搭載時） （；>< インメモ U と共用）ま2/ 

グラフィックカード（追加）： 2巳 6 M 目 (ATI HyperMemory™) ま3 

ディスプレイ34 ★ 

22型ワイド液晶ディスプレイ（スピーカー内蔵、 DVI ケーブル添付）/ 

22型ワイド液晶ディスプレイ（スピーカー内蔵、アナ□グディスプレイケーブル添付）/ 
22型ワイド液晶ディスプレイを2台（スピーカー内蔵、 DVI ケープル添付 X ] 台、 
アナ□グディスプレイケープル添付 X ] 台）/ 

] 目型ワイド液晶ディスプレイ（スピーカー内蔵、 DVI ケーブル添付）/ 

19型ワイド液晶ディスプレイ（スピーカー内蔵、アナ□グディスフレイケーブル添付）/ 

] 9型ワイド液晶ディスプレイを吕台（スピーカー内蔵、 DVI ケープル添付 X ] 台、 
アナ□グディスプレイケープル添付 X ] 台）/なし 

解像度/発色数 ★ 

22型ワイド液晶：最大1680 X 10已〇ドット/最大1677万色を5 
] 9型ワイド液晶：最大 1440 X 900 ドット/最大1677万色ま 5 
ディスプレイなし：最大 ] 92 0 X 1200ドット/最大]677万色ま5 
(アナ□グ RGB /デジタルディスプレイ共通） 

フ□ッピーディスク 
ドライブ S 6 

FDD ユニット （ USB ) (別売） 

A — ドディスクドライプを7 ★ 

320白曰/己00白曰/7巳0白曰（シ IJ ア J レ ATA / 30 0) を8 

CD / DVD ドライブ 

スーパーマルチドライブを 9 

才 

丄’ 

イ 

才 

機 

能 

オーディオコント□一 

チップセット内蔵+ Hi 呂 h Definition Audio 〕ーデック 

PCM 録音再生機能 

サンプ U ング周波数最大]目 2 kHz 、 24ビットステレオ〔再生時）'3 IU 
サンプ U ング周波数最大 96 kHz 、 1巨ビットステレオ健 f 音時）ま10 
同時録宣再生対応 

MIDI 再生機能 

0 S 標準機能にてサポート 

通 

信 

機 

能 

LAN 

1000巨 ASE - T /1 00巨 ASE - TX /] 〇巨冉 SE-T 準拠を11 

無線 LAN 

ま 1 己 女 

規格 

IEEE 8日 2.1] b 準拠 、 IEEE 802 .1] 旨 準拠 、 IEEE 802.1 In ドラフト2.0準拠 
( Wi - Fi ® 準拠）を口/なし 

内蔵 

アンテナ 

ダイバーシティ方式 314 


インターネットの富 ± 通ショッピングサイト 「WEB MART 」 でのみご購入いただける製品の仕様です。 
★ ご購入時に選択したをのをご覧ください。 

パソコンの仕様は、改善のために予告な<変更することびあります。あらかじめご了承ください。 

注記については、「仕様一覧のま記について」 （•> P .8 目）をご覧ください。 


84 I D ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 




























製品ち茄 

FMV-DESKPOWER 

CE/CgON 

FMV-DESKPOWER 

CE/C50N 

イ 

ン 

夕 

1 

フ 

卫 

1 

ス 

PC 力ード 

PC Card Standard 準拠 Type I / II x 1 ス□ット （ Card 巨 us 対応） 

SD メモ IJ ーカード/メ 
モ U —スティック;王1己 

X1 ス□ット 

ディスプレイが 

標準： DVI-D 24ピン、アナ□グ RGB ミニ D - SUB 1已ピン/ 

グラフィックカード（追加）： DVI-I 29ピン、アナ□グ RGB ミニ D - SU 日]已ピン 

キーボード 

PS /2 準拠 Mini - DIN 巨ピン X ] (キーボード用） 

US 目ミち1日 

USB 2.0 準拠 X 6 (前面 X 2、背面 X 4) 

IEEE 1394 ( DV ) 

4ピン X 1 CS 400) 

LAN 

RJ -4 已 X ] 

オーディオ 

マイク：ゆ3.日 mm ステレオ-ミニジャック（入力：100 mV じ(下、 

入カインピ_ダンス ( AC ) IkQ 政上 （ DC ) 2 kQ 政上）ま）7、 

へッドホン：¢3.巳 mm ステレオ-ミニジャック（出力：1 mW し乂上、 

負荷インピーダンス320)、 

光デジタルオーディオ出力：角形光プラグ、 

ラインイン：03万 mm ステレオ-ミニジャック（入力： 2 V し乂下、 

入カインピーダンス1 Okn し乂上）江い、 

ラインアウト：¢3.巳 mm ステレオ-ミニジャック（出力： IVLU 上、 

負荷インピーダンス1 OkQ LiLb ) 

拡張ス□ット数[空を]: 

サイズ ★ 

pa Express xl 6 x 1[1]/ [0]: 最大長] 78 mm 

電源/周波数 

AC 10 日 V 巳 0/ 巨 OHz (入力波おは正弦波のみサポート） 

消 

費 

電 

力 

a 18 

電源 OFF 時ま I 9 

2 vm 下 

動作時 

通常約 64 W 3 2 a 、 

最大 242 Wi ま20、 

ス U - プ時約 3 W ま己日 
ディスプレイ消費電力： 

22型ワイド液晶最大4己 W 、 

1目型ワイド液晶最大 38 W 

通常約 64 W ま20、 

最大23巳 W ミち20、 

ス U - プ時約 3 W ま2日 
ディスプレイミ肖費電力： 

22型ワイド液晶最大4己 W 、 

]9型ワイド液晶最大 38 W 

省エネ法に基づ<エネルギー 
消費効率3 21 

j 区分0.00038 CAAA ) 注の 

j 区分0.0006己 ( AAA ) ミち22 

外お寸法（幅 X 契行 X 高さ） 
(突起部含まず） 

縦置を時：フレキシブルベース TM (設置台）を含まない場含： 8日 X 368 X 

340 mm 、 フレキシブルべース(設置台）を含む場合： ] 日0 x 368 x 365 mm 
横置を時：フレキシブルベース TM (設置台）を含まない場合： 340 X 368 X 
89 mm 、 フレキシブルべース(設置台）を含む場合: 441 X 368 X 1 14 mm 

質量 

約 7.8 k 宮 

盗難防止巧ロック取り付け巧 

あ0 

温湿度条件 

温度]曰〜3已む/湿度20〜 80 %RH (動作時)、 

温度-10〜目日 ° C / 湿度20〜 90 %RH (非動作時） 

(ただし、動作時、非動作時とを結露しないこと） 

プレインス1ル03;ま23 

Windows Vista Home Premium 正規版 (DirectX 10対応） 

サポート 03 を 33 

Windows Vista Ultimate 正規版 、 Windows Vista Home Premium 正規版 


インターネットの實±通ショッピングサイト rWEB MARTJ でのみご購入いただける製品の仕様です。 
★ ご購入時に選択したをのをご覧ください。 

パソコンの仕様は、改善のために予告なく変更することびあ D ます。あらかじめご了承ください。 

を記については、「仕様一覧のを記について」 （••► P .86) をご覧ください。 


仕様- 


85 



仕様一覧の注記について 


を1:•メインメモ U の最大容量は、拡張 RAM モジュール 2 G 巨を2枚搭載した場合です。 

•このパソコンに取り付けるメモ U は、 PC 3-8 已00対応 ( DDR 3) のものをお使いください。 

•このパソコンでは、メモ U 容量び 4 GB (2 GBX 2) の場合のみ、デュアルチヤネルで動作します。 

•ご購入時の設定では、合計で 2 GB を超えるメモ U を搭載した場合、完全メモ U ダンプを使用でさません。 

•最大メモ U 容量にするには、別売の増設メモ U を取り付ける必要びあります。取り付けるメモ U の組みをわせにつ 
いては、「メモ U の組み合わせ表」 （••► P .62) をご覧ください。 

•4 GB 搭載時の場合、システムの画面上ではメモ U 容量び4.00 G 目と表示されますび、システムび使用可能な領 
域は最大約 3 G 日になります。なお、装置構成によってご利用可能な六モ U 容量は異なります。 

注2 ； - Intel ® Dynamic Video Memory Technology ( Intel ® DVMT ) により、パソコンの動作状況によってビデオ六 

モ U 容量び変化します。ビデオメモ U の容量を任意に変更することはできません。 

-ディスフレイドライバの更新により、ビデオメモリ容量の最大値び変わる場さびあります。あらかじめご了承くだ 
さい。 

. ビデオメモ U の最大値は、メインメモ U の搭載状況により異なります。メインメモ U 2 G 日搭載時は最大 776 M 目、 
メイン方モ U 3 G 巨政上搭載時は最大]2日 3 M 巨でず。 

ま3 :冉 TI HyperMemoryiM テクノ□ジにより、□-カルビデオ>(モリに加え;><インメモリの一部を使用することでより 

多くの六モ U をグラフィックに割り当てます。その容量はメイン方モ U の容量により変動します。 

注4 : ■液晶ディスプレイはが常に精度の高い技術で作られておりまずび、画面の一部に点灯しないドットや、常時点むす 

るドットび存在する場合びあります（有効ドット数の割合は99.99%しソ上です。有効ドット数の割合とは「対応 
するディスプレイの表示しラる全ドット数のラち、表示可能なドット数の割合」を示しています）。これらは故障 
ではありません。交換-返品はお受けいたしかねますのであらかじめご了承ください。 

•このパソコンで使用している液晶ディスフレイは、製造工程により、各製品で色合いび異なる場合びあります。ま 
た、湿度変化などでをみの色むらび発生する場合びあります。これらは故障ではありませんので、あらかじめご了 
承ください。 

注己：グラフィックアクセラレータの出力する最大発色数は1已77万色ですび、液晶ディスプレイではディヴリング機能 

によって、擬似的に表現されます。 

注已：■このパソコンには、フ□ッピーディスクドライプは搭載されていません。オプション品のフ□ッピーディスクドラ 
イプ 「 FDD ユニット （ USB ) ( FMFD - 己 IS または FMFD - 己 1 SZ )」 をお買いホめのうえ、お使いください。 

なお、フ□ッピーディスクドライブの接続と取り外しは、必ず電源を切った状態で巧ってください。 

•フ□ッビーディスクドライプ 「 FDD ユニット （ USB ) ( FMFD - 己 IS または FMFD - 已 1 SZ )」 を接続すると、デ 
スクトッフのみ(コンピュータ）巧にドライプび表示され、フ□ッピーディスクドライブとして使うことびでを 
ます。 

•フ□ッビーディスクドライブ 「 FDD ユニット （ USB ) ( FMFD - 己 IS または FMFD - 日 1 SZ )」 では、次のフ□ッ 
ピーディスクは使巧でさません。 

- 0 ASYS 文書フ□ッビィ 

- 640 KB でフオーマットしたフ□ッビーディスク 

•フ□ッビーディスクドライブ 「 FDD ユニット （ USB ) ( FMFD - 己 IS または FMFD - 已 1 SZ )」 では、次のフ□ッ 
ピーディスクは、データの読み書きはでをますび、フオーマットはでさません。 

- 1.2 己 MB でフオーマットしたフ□ッピーディスク 

- 1.23 MB でフオーマットしたフ□ッピーディスク 

- 720 K 日でフオーマットしたフ□ッピーディスク 

注7 :このマニュアルに記載のディスク容量は、1 MB 二10002 byte 、 1 G 己二100が byte 換算によるものです。 

Windows 上で ] MB =1 0242 byte 、] GB =1 0243 byte 換算で表あされる容量は、このマニュアルに記載のディ 

スク容量よりみなくなります。 

ミ主8 :このパソコンは Windows RE 領域に約1 G 日の領域び占有されています。 

また、 U カバ IJ 領域にを約 16 G 目の領域び占有されています。 

そのため、「コンピュータ」の八ードディスクの総容量は、マニュアルの記載よりを約] 7 G 目かなく表示されます。 

なお、八ードディスクの区画の数や種別を変更したり、外付けドライプを接続した状態では、「トラプル解ミ央ナビ」 

び正常に動作しなくなります。ご了承ください。 


〇 / CTVi 画面で見る 

〇〇 にュァル 


01 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 


ま 9 :ドライプの主な仕様は次の通 D です。 

なお、各数値は仕様上の最大限であり、使用メディアや動作環境によって異なる場合びあります。 

-ディスクによってはご利用になれない場をもあります。 

•書を込み/書さ換え速度は、ドライプの性能値です。 

•書を込み/書を換え速度に対応したディスクび必要になりますび、対応ディスクは販売されていない場合びありま 
す。 

-読み出し、書き込み速度はディスクや動作環境によって異なる場合びあ D ます。 


CD/DVD 

読出速度（最大） 

書込速度（最大） 

書換速度（最大） 

CD-ROM 

4曰倍速 

- 

— 

CD-R 

40倍速 

40倍速 

- 

CD-RW 

40倍速 

10倍速 

]〇倍速 

DVD-ROM 

] 巨倍速 

- 

- 

DVD-R 

]〇倍速 

1目倍速 

- 

DVD-R DL 

8倍速 

8倍速 

- 

DVD-RW 

8倍速 

巨倍速 

巨倍速 

DVD+R 

10倍速 

] 巨倍速 

- 

DVD+R DL 

8倍速 

8倍速 

- 

DVD+RW 

8倍速 

8倍速 

8倍速 

DVD-RAM 

己倍速 

已倍速 

己倍速 

DVD - RAM 2 

12倍速 

]2倍速 

]2倍速 


ま10:使用でをるサンプ U ングレートは、ソフトウェアによって異なります。 

>±11：このパソコンには] 000 BASE - T の LAN び搭載されています。 

このパソコンの LAN 機能は、100 BASE - TX の次期規格として規定される ] 000目 ASE - T に対応し、1 Gbps 
(1 000 Mbps ) の高速なデータ通信をサポートします。 

また、従来の100 BASE - TX 、 ] 日 BASE - T もサポートしているため、通信速度の自動認識を行い、既存のローカ 
ル•エ U ア•ネットワーク CLAN ) にそのまま接続することびでさます。 

ま12:無線 LAN の仕様については、次のマニュアルをご覧ください。 

む r 画面で見るマニュアル』》「002000」で検索 
一「無線 LAN の仕様」 

ま13: Wi - Fi ® 準拠とは、無線 LAN の相互接続性を保証する団体 「 Wi - Fi 冉 lliance ®」 の総合接統をテストに合格している 
ここをのします。 

注14: IEEE 802.1 In ドラフト 2.0 準拠を使用したときは、 MIMO 方式にもなります。 

ま1已： • SD メモ U —カードと;><モ|」ースティックの同時使用はでをません。 

-すべての SD メモ U —カードやメモ U —スティックの動作を保証するをのではありません。 

•メモ U —スティック、メモ U —スティック PRO 、 メモ U —スティック Duo などのメモ U —スティックでは、マ 
ジックゲート機能び必要なデータの記録/再生はでをません。 

•SD メモ U - 力ード、 min 信 D 力ード、 microSD 力ード、 SDHC カードは、著作権保護機能 ( CPRM ) に対応し 
ています。 

•マルチメディアカード （ MMC ) やセキュアマルチメディアカードには対応していません。 

• min 信 D カード、メモ U —スティック Duo 、 メモ U —スティック PRO Duo 、 または microSD カードをお使いの 
場合は、アダプタび必要になりまず。必ずアダプタにセットしてからお使いください。 

ミま]目：ずべての US 巨対応周辺機器について動作するちのではありません。 

ま]7:マイク端子やラインイン端子の音声は、ヘッドホン端子、光デジタルオーディオ出力端子、ラインアウト端テから 
直接出力でをません。 

注18 :出荷時の構成による測定値でず。 

ま19:電源 OFF 時の消養電力を回避するには、メインスイッチを「〇」側に切り替えるか、パソコンの電源プラグをコン 
セントから扳いてください。ディスプレイの電源プラグもコンセントから损いてください。 

注20 :パソコン本体から添付の液晶ディスプレイに供給する電力を除いた値です。 

注21:エネルギー消費効率とは省エネ法で定める測定方法により測定した消費電力を省エネ法で定める複含理論性能で除 
したちのです。 

注22 : • 2007年度基準で表示しています。 

•カッコ内のアルファベットは、 「 A は100%じ(上200%未満、 AA は2000/〇じ(上巳000/〇未満、 AAA は己00 口/〇 
m ± j の省エネルギー基準達成率であることをおしています。 

ま23:日本語32ビット版。 
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その他の仕様 


Lcd 内蔵スピーカー 


液晶ディスプレイび添付されている機種のみ 


定格入力 

1 W/ch 

出力音圧レベル 

7日.已犯 /W dm ) 

再を周波数 

480 Hz 〜 20 kHz 


Lan 機能 


なの表は、有線 LAN の仕様です。無線 LAN の仕様については、次のマこュアルをご覧ください。 


Q 固就 麵 LAN のれ様について 

を！ 『画面で見る マニュアル』》「日日 2 日日日」 で検索 
一「無線 LAN の仕様」 


LAN コント□ーラ 

Intel 社製82已日 7 V 

送受信バッファ用 RAM 

送受信各最大1目 kbyte 

外部インターフェース 

IS 日8802 -3 1 000 BASE - T /1 00 BASE - TX /1 0 BASE-T 

伝送媒体 

ツイストペアケーブルま1 (1 Gbps : カテコ ' U 已 E しツ上、 

100 Mbps :カテコ ’ U 已しソ上、1 0 Mbps :カテコ U 3じ(上） 

伝送ち式 

ベースバンド 

アクセス方式 

CSMA/CD 

データ転送速度 

1 Gbps . 100 Mbps 、 1 0 Mbps 

配線形態 

スター型 

セグ>< ント最大長 

100 m 

最大ノード数/セグ X ント 

八ブ ユニッ ト;王2による 


を 1; •1000Mbps は 10 日日 BASE-T の理論上の最高速度であり、実際の通信速度はお使いの機器やネットワーク環境 
によ0変化します。 

. 1000 Mbps の通信を巧うためには、 1000BASE-T に対応した八プび必要とな D ます。また、 LAN ケーブルに 
は、 ]00C)BASE-T に対応したエン八ンスドカテニ nj 己（カテゴリ已 E) しソ上の LAN ケーブルを使用してくださ 
し、。お使いのケーブルによっては、正しく動作しない場含びあります。その場合はケープルメーカーにお問い合わ 
せ < ださい。 

注 2 ;从ブユニットとは、 1000 日 ASE-T/IOOBASE-TX/IOBASE-T のコンセントレータです。 

巧 oint ネットワークのスピードについて 

LAN はネットワークのスピードに自動で対応します。八ブユニットの変更などでネットワークのスピードび 
変更される場合、スピードに対応した適切なデータグレードのケーブルを必ずお使いください。 
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インターフエース 

USB1.1 

ケーブル長 

約 70 cm 

外形寸法 (W X D X H) 

約目 0 mm X 約 1 日 0 mm x 約 11 mm 

質量 

約目〇呂 


セレクトスイッチ動作形式 

2押ボタン、1ホイール（左ちチルト動作付） 

インターフエース 

USB1.1 

ケーブル長 

約1 .8 m 

外形寸法 （W X D X H) 

約 62mm x 約11 7 mm x 約 39 mm 

質量 

約 9 目呂 


キー配列 

10已キー（テンキー付）+ワンタッチボタン（已ケ）+音量 
調節ボタン （3 ケ）+スタンバイボタン 

インターフェース 

PS/2 インターフェース 

ケーブル長 

約1 .8 m 

外形寸法 (W X D X H) 

約 396 mm x 約1 70 mm x 約 38 mm (チルト未使用時） 

質量 

約8日〇呂（ケーブル含む） 


Fel に a ポー 


横スク□-ル機能付 US 目マウス（光学式) 


PS /2 キーボード（ワンタッチボタン付、 
10已キ ー) 
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索引 


己 

Back Space キー . 

c 

Caps Lock/ 英数キー . 

CD/DVD. 

CD/DVD ドライブのお手入れ 
CD/DVD 取り出しボタン.... 
CPU フアン . 

D 

Delete キー . 

DVI-D コネクタ . 

DVI-I コネクタ . 

E 

Enter キー . 

Esc 丰一 . 

F 

Fel に a ポート . 

Fn キー . 

I 

IEEE 1394 (DV) 端テ . 

L 

LAN コネクタ . 

LAN (有線 LAN) 機能 . 

M 

Mute (消音）ボタン . 

P 

PC 力ードス□ット . 

PC 力ード取り出しボタン.... 

S 

Shift キー . 

U 

USB コネクタ . 

ぁ行 

アウトレット . 


明るさ調節 . 

アナログ RGB コネクタ . 

インターネットボタン . 

インレット . 

液晶ディスプレイのお手入れ. 

お手入れ . 

音量調節 . 

音量調節ボタン . 

か行 

力ーソルキー . 

拡張スロット . 

各部名称 . 

ーキーボード . 

ーパソコン本体前面 . 

ーパソコン本体側面 . 

ーパソコン本体内部 . 

ーパソコン本体背面 . 

ーワンタッチボタン . 

キーボードコネクタ . 

空白 （Space) キー . 

光学式マウス . 

さ行 

サポートボタン . 

システムフアン . 

周辺機器 . 

仕様 

-Fel に a ポート . 

-LAN 機能 . 

- LCD 内蔵スピーカー.. 

一 PS/2 キーボード . 

- US 目マウス . 

-パソコン本体 . 

スーパーマルチドライブ . 

ズームボタン . 

スタンバイボタン . 

た行 

ダイレクト-メモ U —ス□ット 

通風孔 . 

通風孔のお手入れ. 

了ソ干— . 

電源 

一入れる . 

-切る . 

一切れない場合 

電源ボタン . 

電源ユニット . 

電源ランプ . 
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盗難防止用□ック取 D 付け巧 . 10 

な行 

内蔵八ードディスク . 11 

は行 

八ードディスク/ CD アクセスランプ . 8 

パソコン本体内部のお手入れ . 72 

半角/全角キー . 12 

光デジタルオーディオ出力端子 . 10 

フラップ . 8 

フレキシブルべース（設置台） . 8 

へッドホン端テ . 8 

ボ U ュームボタン （+ ). 22 

ボ U ュームボタン （一). 22 

本体 カバー . % 

ま行 

マイク端テ . 8 

無線 LAN アンテナ . 11 

無線 LAN 機能 . 42 

メインスイッチ . 10 

メール着信ランプ . 8 

メールボタン . 24 

メニューボタン . 24 

メモリ . 61 

メモ U- 力ード . 33 

メモ U ス□ット . 11 

5行 

ラインアウト端テ . 10 

ラインイン端モ . 10 

わ行 

ワンタッチボタン . 12, 24 
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み灣 Az 的 Club 

http://azby.fmworld.net/ 

FMV ューザーズク ラブ AzbyClub (登録•年会費無料） 


FUJITSU 


面®で見ミ I FMV 画面で見るマニユアル 



おめ方 


スタ—卜) 


すべてのプ□グラム 


FMV 画面で見るマニュアル 
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本のマニュアルむ州こも、 
役に立つ情報が盛りだくさん！ , 




嚇 


本製品は PC 3 R 「 PC グ U —ンラベル制度」の 
審査基準た008年度版)を満たしています。 
詳細は、 Web サイト http :// www . pc 3 r.jp ^ 
ご真ください。 




このマニュアルは U サイクルに配慮して印刷されています。 
不要になった隐は、回収 ’ ij サイクルにお出しください。 


T 4988618621076 






























































